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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マシン－マシン（Ｍ２Ｍ）無線ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）における無線通信
のための方法であって、
　前記Ｍ２Ｍ無線ＷＡＮの動作周波数帯域を少なくとも第１の周波数チャネル及び第２の
周波数チャネルに分割することであって、前記第１及び第２の周波数チャネルは、逆方向
リンクでの通信のために使用されることと、
　前記第１の周波数チャネルに関する第１のライズオーバサーマル（ＲｏＴ）スレショル
ドを設定することと、
　前記第２の周波数チャネルに関する第２のＲｏＴスレショルドを設定することであって
、前記第２のＲｏＴスレショルドは、前記第１のＲｏＴスレショルドよりも低いことと、
　基地局との間で十分な信号強度を有する１つ以上のＭ２Ｍデバイスが前記第１のＲｏＴ
スレショルドを有する前記第１の周波数チャネルを使用し、前記基地局との間で十分な信
号強度を有さない１つ以上のＭ２Ｍデバイスが前記第２のＲｏＴスレショルドを有する前
記第２の周波数チャネルを使用するように前記無線通信を管理することと、
　前記第１又は第２の周波数チャネルに関する前記第１又は第２のＲｏＴスレショルドを
調整すべきかどうかを決定することであって、前記第１又は第２のＲｏＴスレショルドを
調整することの前記決定は、前記逆方向リンクでの通信の推定される混雑レベル、または
前記逆方向リンクで通信するために前記第１又は第２の周波数チャネルを使用するＭ２Ｍ
デバイスの数の変化、の少なくとも一方に少なくとも部分的に基づくことと、
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　を備える、方法。
【請求項２】
　前記第１の周波数チャネルを用いて前記逆方向リンクで送信するために複数のＭ２Ｍデ
バイスから、前記１つ以上のＭ２Ｍデバイスの第１のグループを識別することと、
　前記第２の周波数チャネルを用いて前記逆方向リンクで送信するために前記複数のＭ２
Ｍデバイスから、前記１つ以上のＭ２Ｍデバイスの第２のグループを識別することと、
　をさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記１つ以上のＭ２Ｍデバイスの第１のグループ及び第２のグループを識別することは
、
　前記複数のＭ２Ｍデバイスから、第１の地理上のエリア内に位置する１つ以上のＭ２Ｍ
デバイスを識別することと、
　前記複数のＭ２Ｍデバイスから、第２の地理上のエリア内に位置する１つ以上のＭ２Ｍ
デバイスを識別することと、
　を備える請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のＲｏＴスレショルドを有する前記第１の周波数チャネルに前記第１の地理上
のエリア内に位置する前記１つ以上のＭ２Ｍデバイスを割り当てることと、
　前記第２のＲｏＴスレショルドを有する前記第２の周波数チャネルに前記第２の地理上
のエリア内に位置する前記１つ以上のＭ２Ｍデバイスを割り当てることと、
　をさらに備え、前記第２の地理上のエリアは、順方向リンクで前記１つ以上のＭ２Ｍデ
バイスと通信中のデバイスからの経路損失が前記第１の地理上のエリアよりも大きい請求
項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記１つ以上のＭ２Ｍデバイスの第１のグループ及び第２のグループを識別することは
、
　前記複数のＭ２Ｍデバイスから、データレートスレショルドを満たすデータレートで前
記逆方向リンクで以前に送信している１つ以上のＭ２Ｍデバイスを識別することと、
　前記複数のＭ２Ｍデバイスから、前記データレートスレショルドを満たさないデータレ
ートで前記逆方向リンクで以前に送信している１つ以上のＭ２Ｍデバイスを識別すること
と、
　を備える請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記データレートスレショルドを満たすデータレートで前記逆方向リンクで以前に送信
している前記１つ以上のＭ２Ｍデバイスを、前記第１のＲｏＴスレショルドを有する前記
第１の周波数チャネルに割り当てることと、
　前記データレートスレショルドを満たさない前記データレートで前記逆方向リンクで以
前に送信している前記１つ以上のＭ２Ｍデバイスを、前記第２のＲｏＴスレショルドを有
する前記第２の周波数チャネルに割り当てることと、
　をさらに備える請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記１つ以上のＭ２Ｍデバイスの第１のグループ及び第２のグループを識別することは
、
　前記複数のＭ２Ｍデバイスの前記Ｍ２Ｍデバイスのうちの１つ以上において受信された
順方向リンクの強度を推定することを備える請求項２に記載の方法。
【請求項８】
　前記１つ以上のＭ２Ｍデバイスの第１のグループを、前記第１のＲｏＴスレショルドを
有する前記第１の周波数チャネルに割り当てることと、
　前記１つ以上のＭ２Ｍデバイスの第２のグループを、前記第２のＲｏＴスレショルドを
有する前記第２の周波数チャネルに割り当てることと、
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　をさら備え、前記第２のグループにおいて受信された前記順方向リンクの前記推定され
る強度は、前記第１のグループにおいて受信された前記順方向リンクの前記推定される強
度よりも低い請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１の周波数チャネルを使用しているＭ２Ｍデバイスの前記数が減少していると決
定した時点で前記第１の周波数チャネルの前記第１のＲｏＴスレショルドを動的に引き下
げることをさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１の周波数チャネルを使用しているＭ２Ｍデバイスの前記数が増加していると決
定した時点で前記第１の周波数チャネルの前記第１のＲｏＴスレショルドを動的に引き上
げることをさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１及び第２の周波数チャネルを使用する前記逆方向リンクでの通信のために符号
分割多元接続（ＣＤＭＡ）を実装することをさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　ＲｏＴスレショルドは、周波数チャネルの熱雑音を上回る前記周波数チャネル上の信号
干渉の量を表す請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　マシン－マシン（Ｍ２Ｍ）無線ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）における無線通信
のために構成された基地局であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子的通信状態にあるメモリと、
　前記メモリ内に格納された命令と、
　を備え、前記命令は、
　前記Ｍ２Ｍ無線ＷＡＮの動作周波数帯域を少なくとも第１の周波数チャネル及び第２の
周波数チャネルに分割するために前記プロセッサによって実行可能であり、前記第１及び
第２の周波数チャネルは、逆方向リンクでの通信のために使用され、
　前記第１の周波数チャネルに関して第１のライズオーバサーマル（ＲｏＴ）スレショル
ドを設定するために前記プロセッサによって実行可能であり、
　前記第２の周波数チャネルに関する第２のＲｏＴスレショルドを設定するために前記プ
ロセッサによって実行可能であり、前記第２のＲｏＴスレショルドは、前記第１のＲｏＴ
スレショルドよりも低く、
　基地局との間で十分な信号強度を有する１つ以上のＭ２Ｍデバイスが前記第１のＲｏＴ
スレショルドを有する前記第１の周波数チャネルを使用し、前記基地局との間で十分な信
号強度を有さない１つ以上のＭ２Ｍデバイスが前記第２のＲｏＴスレショルドを有する前
記第２の周波数チャネルを使用するように前記無線通信を管理するために前記プロセッサ
によって実行可能であり、
　前記第１又は第２の周波数チャネルに関する前記第１又は第２のＲｏＴスレショルドを
調整すべきかどうかを決定するために前記プロセッサによって実行可能であり、前記第１
又は第２のＲｏＴスレショルドを調整することの前記決定は、前記逆方向リンクでの通信
の推定される混雑レベル、または前記逆方向リンクで通信するために前記第１又は第２の
周波数チャネルを使用するＭ２Ｍデバイスの数の変化、の少なくとも一方に少なくとも部
分的に基づく、基地局。
【請求項１４】
　前記命令は、
　前記第１の周波数チャネルを使用しているＭ２Ｍデバイスの前記数が減少していると決
定した時点で前記第１の周波数チャネルの前記第１のＲｏＴスレショルドを動的に引き下
げるために前記プロセッサによってさらに実行可能である請求項１３に記載の基地局。
【請求項１５】
　前記命令は、
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　前記第１の周波数チャネルを使用しているＭ２Ｍデバイスの前記数が増加していると決
定した時点で前記第１の周波数チャネルの前記第１のＲｏＴスレショルドを動的に引き上
げるために前記プロセッサによってさらに実行可能である請求項１３に記載の基地局。
【請求項１６】
　前記命令は、
　前記第１及び第２の周波数チャネルを使用する前記逆方向リンクでの通信のために符号
分割多元接続（ＣＤＭＡ）を実装するために前記プロセッサによってさらに実行可能であ
る請求項１３に記載の基地局。
【請求項１７】
　ＲｏＴスレショルドは、周波数チャネルの熱雑音を上回る前記周波数チャネル上の信号
干渉の量を表す請求項１３に記載の基地局。
【請求項１８】
　マシン－マシン（Ｍ２Ｍ）無線ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）における無線通信
のために構成された装置であって、
　メモリと、
　プロセッサと、
　を備え、前記プロセッサは、
　前記Ｍ２Ｍ無線ＷＡＮの動作周波数帯域を少なくとも第１の周波数チャネル及び第２の
周波数チャネルに分割することであって、前記第１及び第２の周波数チャネルは、逆方向
リンクでの通信のために使用されることと、
　前記第１の周波数チャネルに関する第１のライズオーバサーマル（ＲｏＴ）スレショル
ドを設定することと、
　前記第２の周波数チャネルに関する第２のＲｏＴスレショルドを設定することであって
、前記第２のＲｏＴスレショルドは、前記第１のＲｏＴスレショルドよりも低いことと、
　基地局との間で十分な信号強度を有する１つ以上のＭ２Ｍデバイスが前記第１のＲｏＴ
スレショルドを有する前記第１の周波数チャネルを使用し、前記基地局との間で十分な信
号強度を有さない１つ以上のＭ２Ｍデバイスが前記第２のＲｏＴスレショルドを有する前
記第２の周波数チャネルを使用するように前記無線通信を管理することと、
　前記第１又は第２の周波数チャネルに関する前記第１又は第２のＲｏＴスレショルドを
調整すべきかどうかを決定することであって、前記第１又は第２のＲｏＴスレショルドを
調整することの前記決定は、前記逆方向リンクでの通信の推定される混雑レベル、または
前記逆方向リンクで通信するために前記第１又は第２の周波数チャネルを使用するＭ２Ｍ
デバイスの数の変化、の少なくとも一方に少なくとも部分的に基づくことと、
　を行うように構成される、装置。
【請求項１９】
　前記プロセッサは、
　前記第１の周波数チャネルを使用しているＭ２Ｍデバイスの前記数が減少していると決
定した時点で前記第１の周波数チャネルの前記第１のＲｏＴスレショルドを動的に引き下
げるようにさらに構成される請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記プロセッサは、
　前記第１の周波数チャネルを使用しているＭ２Ｍデバイスの前記数が増加していると決
定した時点で前記第１の周波数チャネルの前記第１のＲｏＴスレショルドを動的に引き上
げるようにさらに構成される請求項１８に記載の装置。
【請求項２１】
　マシン－マシン（Ｍ２Ｍ）無線ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）における無線通信
を管理するための、コンピュータによって読み取り可能なコンピュータプログラムであっ
て、
　前記Ｍ２Ｍ無線ＷＡＮの動作周波数帯域を少なくとも第１の周波数チャネル及び第２の
周波数チャネルに分割するためにプロセッサによって実行可能な命令であって、前記第１
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及び第２の周波数チャネルは、逆方向リンクでの通信のために使用される命令、
　前記第１の周波数チャネルに関して第１のライズオーバサーマル（ＲｏＴ）スレショル
ドを設定するために前記プロセッサによって実行可能な命令、
　前記第２の周波数チャネルに関する第２のＲｏＴスレショルドを設定するために前記プ
ロセッサによって実行可能な命令であって、前記第２のＲｏＴスレショルドは、前記第１
のＲｏＴスレショルドよりも低い命令、
　基地局との間で十分な信号強度を有する１つ以上のＭ２Ｍデバイスが前記第１のＲｏＴ
スレショルドを有する前記第１の周波数チャネルを使用し、前記基地局との間で十分な信
号強度を有さない１つ以上のＭ２Ｍデバイスが前記第２のＲｏＴスレショルドを有する前
記第２の周波数チャネルを使用するように前記無線通信を管理するために前記プロセッサ
によって実行可能な命令、および、
　前記第１又は第２の周波数チャネルに関する前記第１又は第２のＲｏＴスレショルドを
調整すべきかどうかを決定するために前記プロセッサによって実行可能な命令であって、
前記第１又は第２のＲｏＴスレショルドを調整することの前記決定は、前記逆方向リンク
での通信の推定される混雑レベル、または前記逆方向リンクで通信するために前記第１又
は第２の周波数チャネルを使用するＭ２Ｍデバイスの数の変化、の少なくとも一方に少な
くとも部分的に基づく命令、
　を備える、コンピュータプログラム。
【請求項２２】
　前記命令は、
　前記第１の周波数チャネルを使用しているＭ２Ｍデバイスの前記数が減少していると決
定した時点で前記第１の周波数チャネルの前記第１のＲｏＴスレショルドを動的に引き下
げるために前記プロセッサによってさらに実行可能である請求項２１に記載のコンピュー
タプログラム。
【請求項２３】
　前記命令は、
　前記第１の周波数チャネルを使用しているＭ２Ｍデバイスの前記数が増加していると決
定した時点で前記第１の周波数チャネルの前記第１のＲｏＴスレショルドを動的に引き上
げるために前記プロセッサによってさらに実行可能である請求項２１に記載のコンピュー
タプログラム。
【請求項２４】
　前記無線通信を前記管理することは、１つ以上のＭ２Ｍデバイスの第１のグループ及び
１つ以上のＭ２Ｍデバイスの第２のグループにチャネル割り当てメッセージをブロードキ
ャストすることを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項２５】
　前記無線通信を前記管理することは、１つ以上のＭ２Ｍデバイスの第１のグループ及び
１つ以上のＭ２Ｍデバイスの第２のグループにチャネル割り当てメッセージをブロードキ
ャストすることを含む、請求項１３に記載の基地局。
【請求項２６】
　前記無線通信を前記管理することは、１つ以上のＭ２Ｍデバイスの第１のグループ及び
１つ以上のＭ２Ｍデバイスの第２のグループにチャネル割り当てメッセージをブロードキ
ャストすることを含む、請求項１８に記載の装置。
【請求項２７】
　前記無線通信を前記管理することは、１つ以上のＭ２Ｍデバイスの第１のグループ及び
１つ以上のＭ２Ｍデバイスの第２のグループにチャネル割り当てメッセージをブロードキ
ャストすることを含む、請求項２１に記載のコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
［０００１］以下は、概して、無線通信に関するものであり、より具体的には、マシン－
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マシン（Ｍ２Ｍ）無線ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）における通信に関するもので
ある。様々なタイプの通信コンテンツ、例えば、音声、映像、パケットデータ、メッセー
ジング、ブロードキャスト、センサデータ、トラッキングデータ、等、を提供することを
目的として無線通信システムが広範囲にわたって配備されている。これらのシステムは、
利用可能なシステムリソース（例えば、時間、周波数、及び電力）を共有することによっ
て複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接続システムであることができ
る。該多元接続システムの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システムと、時分割多元
接続（ＴＤＭＡ）システムと、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システムと、直交周波数
分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムと、を含む。
【０００２】
［０００２］概して、無線多元接続通信システムは、複数のデバイスに関する通信を各々
同時にサポートする幾つかの基地局を含むことができる。幾つかの例では、これらのデバ
イスは、データを収集し、このデータを基地局を介してエンドサーバに送信するように構
成されたセンサ及び／又は計器であることができる。これらのセンサ及び／又は計器は、
Ｍ２Ｍデバイスと呼ぶことができる。基地局は、順方向リンク及び逆方向リンクでＭ２Ｍ
デバイスと通信することができる。各基地局は、カバレッジ範囲を有し、それは、セルの
カバレッジエリアと呼ぶことができる。Ｍ２Ｍデバイスは、逆方向リンクで基地局にデー
タを送信することができる。
【０００３】
［０００３］Ｍ２Ｍデバイスが逆方向リンクでデータを送信するときには、それは、逆方
向リンクにおける全体的な干渉を増大させる。逆方向リンク送信は、性質上高速であるた
め、拡散係数は小さくなり、コーディング利得は低くなり、これらの送信を行うためにＭ
２Ｍデバイスによって要求される電力は高くなる可能性がある。その結果生じる干渉は、
逆方向リンクにおいて通信問題を発生させる可能性がある。その結果、許容可能な雑音及
び干渉に関するスレショルドを設定することができる。これは、干渉が高くなりすぎてＭ
２Ｍデバイスから受信された情報を復号できないようにすることなしに逆方向リンクに加
えることができる干渉の量を表すことができる。しかしながら、伝統的なアプローチ法は
、逆方向リンクの様々な周波数チャネルに関して単一のスレショルドを設定する。スレシ
ョルドが高すぎて設定された場合は、より大きい経路損失を有するＭ２Ｍデバイスは、逆
方向リンクでの通信を有効に送信することができないことがある。スレショルドが低く設
定された場合は、周波数チャネルの容量が低減される。
【発明の概要】
【０００４】
［０００４］説明される特徴は、概して、ネットワークの容量を犠牲にせずにＭ２Ｍ無線
ＷＡＮにおいて通信するＭ２Ｍデバイスに関する該当するスレショルドを設定するための
１つ以上の改良された方法、システム及びデバイスに関するものである。スレショルドは
、周波数チャネル内に存在する熱雑音レベルよりも高く設定することができる。その結果
、スレショルドは、ここでは、ライズオーバサーマル（ライズオーバサーマル）（ＲｏＴ
）スレショルドと呼ぶことができる。一構成においては、基地局は、各周波数チャネルに
関するＲｏＴスレショルドを設定することができる。これらの周波数チャネルのうちの少
なくとも１つを低データレートランダムアクセスチャネルとして専用化することができる
。低データレートランダムアクセスチャネルとして専用化された周波数チャネルは、その
他の周波数チャネルに関して設定されたＲｏＴスレショルドと比較して低いＲｏＴスレシ
ョルドを有することができる。その結果、この周波数チャネルの容量は低いことができ、
及び、より大きい経路損失を有するＭ２Ｍデバイス用に予約することができ、その理由は
、それらは基地局からより離れて位置しているためである。しかしながら、その他の周波
数チャネルは、より高いＲｏＴスレショルドを維持することができ、それは、これらのチ
ャネルの容量を増大させる。
【０００５】
［０００５］マシン－マシン（Ｍ２Ｍ）無線ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）におけ
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る無線通信を管理するための方法、システム、及びデバイスが説明される。Ｍ２Ｍ無線Ｗ
ＡＮの動作周波数帯域は、少なくとも第１の周波数チャネル及び第２の周波数チャネルに
分割される。第１及び第２の周波数チャネルは、逆方向リンクでの通信のために使用され
る。第１の周波数チャネルに関しては第１のライズオーバサーマル（ＲｏＴ）スレショル
ドが設定される。第２の周波数チャネルに関しては第２のＲｏＴスレショルドが設定され
る。第２のＲｏＴスレショルドは、第１のＲｏＴスレショルドよりも低い。
【０００６】
［０００６］一実施形態においては、複数のＭ２Ｍデバイスからの１つ以上のＭ２Ｍデバ
イスの第１のグループを識別することができる。１つ以上のＭ２Ｍデバイスの第１のグル
ープは、第１の周波数チャネルを用いて逆方向リンクで送信するために使用することがで
きる。さらに、第２の周波数チャネルを用いて逆方向リンクで送信するために複数のＭ２
Ｍデバイスからの１つ以上のＭ２Ｍデバイスの第２のグループを識別することができる。
【０００７】
［０００７］Ｍ２Ｍデバイスの第１のグループ及び第２のグループにチャネル割り当てメ
ッセージをブロードキャストすることができる。チャネル割り当てメッセージは、第１の
周波数チャネルを用いて逆方向リンクで送信することを１つ以上のＭ２Ｍデバイスの第１
のグループに知らせることができ、チャネル割り当てメッセージは、第２の周波数チャネ
ルを用いて逆方向リンクで送信することを１つ以上のＭ２Ｍデバイスの第２のグループに
知らせることができる。
【０００８】
［０００８］１つ以上のＭ２Ｍデバイスの第１のグループ及び第２のグループを識別する
ことは、複数のＭ２Ｍデバイスから、第１の地理上のエリア内に位置する１つ以上のＭ２
Ｍデバイスを識別することと、複数のＭ２Ｍデバイスから、第２の地理上のエリア内に位
置する１つ以上のＭ２Ｍデバイスを識別することと、を含むことができる。第１の地理上
のエリア内に位置する１つ以上のＭ２Ｍデバイスは、第１のＲｏＴスレショルドを有する
第１の周波数チャネルに割り当てることができる。第２の地理上のエリア内に位置する１
つ以上のＭ２Ｍデバイスは、第２のＲｏＴスレショルドを有する第２の周波数チャネルに
割り当てることができる。第２の地理上のエリアは、デバイスが順方向リンクでＭ２Ｍデ
バイスと通信することによる経路損失が第１の地理上のエリアよりも大きい。
【０００９】
［０００９］一構成においては、１つ以上のＭ２Ｍデバイスの第１のグループ及び第２の
グループは、複数のＭ２Ｍデバイスから、データレートスレショルドを満たすデータレー
トで逆方向リンクで以前に送信している１つ以上のＭ２Ｍデバイスを識別することを含む
ことができる。Ｍ２Ｍデバイスの第１及び第２のグループを識別することは、複数のＭ２
Ｍデバイスから、データレートスレショルドを満たしていないデータレートで逆方向リン
クで以前に送信している１つ以上のＭ２Ｍデバイスを識別することも含むことができる。
【００１０】
［００１０］データレートスレショルドを満たすデータレートで逆方向リンクで以前に送
信している１つ以上のＭ２Ｍデバイスは、第１のＲｏＴスレショルドを有する第１の周波
数チャネルに割り当てることができる。データレートスレショルドを満たしていないデー
タレートで逆方向リンクで以前に送信している１つ以上のＭ２Ｍデバイスは、第２のＲｏ
Ｔスレショルドを有する第２の周波数チャネルに割り当てることができる。
【００１１】
［００１１］一実施形態においては、１つ以上のＭ２Ｍデバイスの第１のグループ及び第
２のグループを識別することは、複数のＭ２Ｍデバイスのうちの１つ以上のＭ２Ｍデバイ
スにおいて受信された順方向リンクの強度を推定することを含むことができる。１つ以上
のＭ２Ｍデバイスの第１のグループは、第１のＲｏＴスレショルドを有する第１の周波数
チャネルに割り当てることができ、１つ以上のＭ２Ｍデバイスの第２のグループは、第２
のＲｏＴスレショルドを有する第２の周波数チャネルに割り当てることができる。第２の
グループにおいて受信された順方向リンクの推定される強度は、第１のグループにおいて
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受信された順方向リンクの推定される強度よりも低いことができる。
【００１２】
［００１２］一実施形態においては、第１又は第２の周波数チャネルに関する第１又は第
２のＲｏＴスレショルドを調整すべきかどうかに関する決定を行うことができる。第１又
は第２のＲｏＴスレショルドを調整する決定は、逆方向リンクで通信するために第１又は
第２の周波数チャネルを使用するＭ２Ｍデバイスの数の変化に少なくとも部分的に基づく
。一構成においては、第１の周波数チャネルの第１のＲｏＴスレショルドは、第１の周波
数チャネルを用いるＭ２Ｍデバイスの数が減少していると決定した時点で動的に引き下げ
ることができる。第１の周波数チャネルの第１のＲｏＴスレショルドは、第１の周波数チ
ャネルを用いるＭ２Ｍデバイスの数が増加していると決定した時点で動的に引き上げるこ
とができる。
【００１３】
［００１３］一構成においては、第１及び第２の周波数チャネルを用いた逆方向リンクで
の通信のために符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）を実装することができる。ＲｏＴスレショ
ルドは、周波数チャネルの熱雑音を上回るその周波数チャネルにおける信号干渉の量を表
すことができる。
【００１４】
［００１４］マシン－マシン（Ｍ２Ｍ）無線ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）におけ
る無線通信のために構成された基地局も説明される。基地局は、プロセッサと、そのプロ
セッサと電子的通信状態にあるメモリと、を含むことができる。メモリには命令を格納す
ることができる。命令は、Ｍ２Ｍ無線ＷＡＮの動作周波数帯域を少なくとも第１の周波数
チャネル及び第２の周波数チャネルに分割するためにプロセッサによって実行可能である
。第１及び第２の周波数チャネルは、逆方向リンクでの通信のために使用される。命令は
、第１の周波数チャネルに関する第１のライズオーバサーマル（ＲｏＴ）スレショルドを
設定し、及び第２の周波数チャネルに関する第２のＲｏＴスレショルドを設定するために
もプロセッサによって実行可能である。第２のＲｏＴスレショルドは、第１のＲｏＴスレ
ショルドよりも低いことができる。
【００１５】
［００１５］マシン－マシン（Ｍ２Ｍ）無線ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）におけ
る無線通信のために構成された装置も説明される。装置は、Ｍ２Ｍ無線ＷＡＮの動作周波
数帯域を少なくとも第１の周波数チャネル及び第２の周波数チャネルに分割するための手
段を含むことができる。第１及び第２の周波数チャネルは、逆方向リンクでの通信のため
に使用することができる。装置は、第１の周波数チャネルに関する第１のライズオーバサ
ーマル（ＲｏＴ）スレショルドを設定するための手段と、第２の周波数チャネルに関する
第２のＲｏＴスレショルドを設定するための手段と、も含むことができる。第２のＲｏＴ
スレショルドは、第１のＲｏＴスレショルドよりも低いことができる。
【００１６】
［００１６］マシン－マシン（Ｍ２Ｍ）無線ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）におけ
る無線通信を管理するためのコンピュータプログラム製品も説明される。コンピュータプ
ログラム製品は、Ｍ２Ｍ無線ＷＡＮの動作周波数帯域を少なくとも第１の周波数チャネル
及び第２の周波数チャネルに分割するためにプロセッサによって実行可能である命令を格
納する非一時的なコンピュータによって読み取り可能な媒体を含むことができる。第１及
び第２の周波数チャネルは、逆方向リンクでの通信のために使用することができる。命令
は、第１の周波数チャネルに関する第１のライズオーバサーマル（ＲｏＴ）スレショルド
を設定し及び第２の周波数チャネルに関する第２のＲｏＴスレショルドを設定するために
もプロセッサによって実行可能である。第２のＲｏＴスレショルドは、第１のＲｏＴスレ
ショルドよりも低いことができる。
【００１７】
［００１７］マシン－マシン（Ｍ２Ｍ）無線ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）におけ
る逆方向リンクでの無線通信のための方法も説明される。逆方向リンクでの通信のために
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使用すべき第１の周波数チャネル及び第２の周波数チャネルを識別することができる。第
１の周波数チャネルは、第１のライズオーバサーマル（ＲｏＴ）スレショルドを含むこと
ができる。第２の周波数チャネルは、第２のＲｏＴスレッドを含むことができる。第２の
ＲｏＴスレショルドは、第１のＲｏＴスレショルドよりも低いことができる。通信は、第
１の周波数チャネル又は第２の周波数チャネルを用いて逆方向リンクで生じることができ
る。
【００１８】
［００１８］一実施形態においては、チャネル割り当てメッセージのブロードキャストが
受信される。メッセージは、逆方向リンクでの通信のために第１の周波数チャネル又は第
２の周波数チャネルのいずれを使用すべきかを示すことができる。第１の周波数チャネル
又は第２の周波数チャネルは、逆方向リンクでの通信のために使用するために選択するこ
とができる。第１又は第２の周波数チャネルを選択することは、第１の周波数チャネルを
用いて第１のデータレートでデータを送信することと、第１のデータレートでのデータの
成功裏の送信を示す肯定応答（ＡＣＫ）メッセージの有無をモニタリングすることと、Ａ
ＣＫメッセージを受信できなかった時点で、第２の周波数チャネルを用いて第２のデータ
レートでデータを再送信することと、を含むことができる。第２のデータレートは、第１
のデータレートよりも低いことができる。
【００１９】
［００１９］一実施形態においては、第１又は第２の周波数チャネルを選択することは、
基地局を起源とする順方向リンクの信号強度を推定することと、順方向リンクの推定され
た信号強度に少なくとも部分的に基づいて第１の周波数チャネル又は第２の周波数チャネ
ルを選択することと、を含むことができる。
【００２０】
「００２０」一構成においては、第１又は第２の周波数チャネルを選択することは、周波
数チャネル容量メッセージを受信することを含むことができる。メッセージは、第１の周
波数チャネル及び第２の周波数チャネルに関する利用可能な容量を示すことができる。第
１の周波数チャネル又は第２の周波数チャネルは、メッセージによって示された各チャネ
ルの利用可能な容量に少なくとも部分的に基づいて選択することができる。
【００２１】
［００２１］説明される方法及び装置の適用性のさらなる範囲が、以下の発明を実施する
ための形態、請求項、及び図面から明らかになるであろう。発明を実施するための形態の
精神及び適用範囲内の様々な変更及び修正が当業者にとって明らかになるため、実施する
ための形態及び具体例は、例示することのみを目的とするものである。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
［００２２］以下の図面を参照することによって本発明の性質及び利点に関するさらなる
理解が実現されるであろう。添付される図において、同様のコンポーネント又は特徴は、
同じ参照ラベルを有することができる。さらに、参照ラベル、ダッシュ記号及び同様のコ
ンポーネントを区別する第２のラベルに従うことによって同じタイプの様々なコンポーネ
ントを区別することができる。明細書において第１の参照ラベルのみが使用される場合は
、説明は、第２の参照ラベルにかかわらず同じ第１の参照ラベルを有する同様のコンポー
ネントのうちのいずれか１つに適用可能である。
【図１】［００２３］無線通信システムのブロック図である。
【図２】［００２４］Ｍ２Ｍ通信を実装する無線ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）を
含む無線通信システムの例を示した図である。
【図３Ａ】［００２５］ページングシステムの一実施形態を例示したブロック図である。
【図３Ｂ】［００２６］無線通信システムの一実施形態を例示したブロック図である。
【図４Ａ】［００２７］様々な実施形態による順方向リンク通信を管理するためのデバイ
スを例示したブロック図である。
【図４Ｂ】［００２８］順方向リンク通信モジュールの一実施形態を例示したブロック図
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である。
【図５Ａ】［００２９］様々な実施形態による逆方向リンク通信を管理するためのデバイ
スを例示したブロック図である。
【図５Ｂ】［００３０］逆方向リンク通信モジュールの一実施形態を例示したブロック図
である。
【図６】［００３１］様々な実施形態による順方向リンク通信を管理するためのデバイス
を例示したブロック図である。
【図７】［００３２］様々な実施形態によりＭ２Ｍデバイスの電力を節約するためにＣＤ
ＭＡ周波数チャネルに関するＲｏＴスレショルドを設定及び調整するために構成すること
ができる通信システムのブロック図を示す。
【図８】［００３３］様々な実施形態による逆方向リンク通信を管理するためのデバイス
を例示したブロック図である。
【図９】［００３４］様々な実施形態による電力の消費を管理するためのＭ２Ｍデバイス
のブロック図を示す。
【図１０】［００３５］逆方向リンク通信のために使用するために利用可能な幾つかの周
波数チャネルの一実施形態を例示したブロック図である。
【図１１】［００３６］１つ以上の周波数チャネルに関するＲｏＴスレショルドを好適に
変更する一実施形態を例示したブロック図である。
【図１２】［００３７］本システム及び方法の様々な実施形態によるＭ２Ｍ無線ＷＡＮの
一実施形態を例示したブロック図である。
【図１３】［００３８］様々なＲｏＴスレショルドを有する周波数チャネルを用いて逆方
向リンク通信を管理することによってＭ２Ｍデバイスの電力を節約するための方法の一例
を示したフローチャートである。
【図１４】［００３９］リザーブリンク通信による大きな経路損失を経験するデバイスに
低いＲｏＴスレショルドを有するチャネルを割り当てることによってＭ２Ｍデバイスの電
力を節約するための方法の一例を示したフローチャートである。
【図１５】［００４０］周波数チャネルのＲｏＴスレショルドを動的に変更することによ
ってＭ２Ｍデバイスの電源を管理するための方法の一例を示したフローチャートである。
【図１６】［００４１］チャネルのＲｏＴスレショルドに基づいて使用すべき周波数チャ
ネルを選択することによってＭ２Ｍデバイスの電力を管理するための方法の一例を示した
フローチャートである。
【図１７】［００４２］逆方向リンクで送信するために使用されるデータレートに基づい
て周波数チャネルのＲｏＴスレショルドに基づいて使用すべき周波数チャネルを選択する
ことによってＭ２Ｍデバイスの電力を管理するための方法の一例を示したフローチャート
である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
［００４３］一実施形態においては、ネットワークは、リンクバジェット（link budget
）によって制限されることがある。リンクバジェットは、送信機（例えば、Ｍ２Ｍデバイ
ス）から、通信媒体を通じて、受信機（例えば、基地局）までの利得及び損失に関する説
明である。ネットワーク（例えば、Ｍ２Ｍ無線ＷＡＮ）のリンクバジェットが限られてい
る場合は、複数のデバイスが逆方向リンクで送信するために同じ周波数チャネルにアクセ
スするのを可能にするために符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）を使用することは、その結果
として、チャネルの動作ＲｏＴが逆方向リンクのリンクバジェットに対して悪影響を及ぼ
すことになるおそれがある。しかしながら、ネットワークのカバレッジに対するＲｏＴの
影響を最小にするためにネットワークが低ＲｏＴで動作される場合は、逆方向リンクの容
量が劇的に低減することがある。一実施形態においては、ネットワークのリンクバジェッ
トは、ネットワーク内のデバイス（例えば、Ｍ２Ｍデバイス）の限られた電力及び／又は
より大きいセルサイズに起因して限定されることがある。
【００２４】
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［００４４］本システム及び方法は、ネットワークの容量を犠牲にすることなしに、Ｍ２
Ｍ無線ＷＡＮにおいて通信中のＭ２Ｍデバイスによって使用される周波数チャネルに関す
る該当するＲｏＴスレショルドを設定することに関して説明される。一構成においては、
基地局は、ネットワークの動作周波数帯域を複数の逆方向リンク周波数チャネルに分割す
ることができる。基地局は、各周波数チャネルに関するＲｏＴスレショルドを設定するこ
ともできる。これらの周波数チャネルのうちの少なくとも１つは、相対的に低いＲｏＴを
維持することができ、及び、低データレートランダムアクセスチャネルとして使用するこ
とができる。例えば、このチャネルに関するＲｏＴスレショルドは、１ｄＢ以下であるこ
とができる。この周波数チャネルは、逆方向リンクで低いデータレートで送信するＭ２Ｍ
デバイスにとってもリンクバジェット的にやさしくなることができる。ＲｏＴスレショル
ドは、動的に変更することができ、基地局は、使用するようにＭ２Ｍデバイスに命令する
ことができる。Ｍ２Ｍデバイスは、基地局から受信された信号の強度に基づいていずれの
周波数チャネルを使用すべきかを決定することもできる。
【００２５】
［００４５］以下の説明は、例を提供するものであり、請求項において示される範囲、適
用性、又は構成を限定するものではない。本開示の精神及び範囲から逸脱することなしに
説明される要素の働き及び編成の変更を行うことができる。様々な実施形態は、様々な手
順又はコンポーネントを適宜省略すること、差し替えること、又は追加することができる
。例えば、説明される方法は、説明される順序と異なるそれで実行することができ、及び
、様々なステップを追加すること、省略すること、又は組み合わせることができる。さら
に、幾つかの実施形態に関して説明される特徴は、その他の実施形態において結合するこ
とができる。
【００２６】
［００４６］最初に図１を参照し、ブロック図は、無線通信システム１００の例を示す。
システム１００は、基地局１０５（又はセル）と、マシン－マシン（Ｍ２Ｍ）デバイス１
１５と、基地局コントローラ１２０と、コアネットワーク１３０と、を含む（コントロー
ラ１２０は、コアネットワーク１３０内に組み入れることができる）。システム１００は
、複数の搬送波（異なる周波数の波形信号）での動作をサポートすることができる。
【００２７】
［００４７］基地局１０５は、基地局アンテナ（示されていない）を介してＭ２Ｍデバイ
ス１１５と無線通信することができる。基地局１０５は、複数の搬送波を介して基地局コ
ントローラ１２０の制御下でＭ２Ｍデバイス１１５と通信することができる。基地局１０
５の所在地の各々は、各々の地理上のエリアに関する通信カバレッジを提供することがで
きる。ここにおける各基地局１０５に関するカバレッジエリアは、１１０－ａ、１１０－
ｂ、又は１１０－ｃとして識別される。基地局に関するカバレッジエリアは、セクタに分
割することができる（示されていないが、カバレッジエリアの一部分のみを構成する）。
システム１００は、異なるタイプの基地局１０５（例えば、マクロ基地局、ピコ基地局及
び／又はフェムト基地局）を含むことができる。マクロ基地局は、相対的に大きい地理上
のエリア（例えば、半径３５ｋｍ）に関する通信カバレッジを提供することができる。ピ
コ基地局は、相対的に小さい地理上のエリア（例えば、半径１０ｋｍ）に関するカバレッ
ジを提供することができ、フェムト基地局は、相対的にそれよりも小さい地理上のエリア
（例えば、半径１ｋｍ）に関する通信カバレッジを提供することができる。異なる技術に
関して重なり合ったカバレッジエリアが存在することができる。
【００２８】
［００４８］Ｍ２Ｍデバイス１１５は、カバレッジエリア１１０全体にわたって分散する
ことができる。各Ｍ２Ｍデバイス１１５は、静止型又は移動型であることができる。一構
成においては、Ｍ２Ｍデバイス１１５は、異なるタイプの基地局、例えば、限定すること
なしに、マクロ基地局、ピコ基地局、及びフェムト基地局、と通信することができる。Ｍ
２Ｍデバイス１１５は、その他のデバイス、環境条件、等をモニタリング及び／又は追跡
するセンサ及び／又は計器であることができる。Ｍ２Ｍデバイス１１５によって収集され
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た情報は、基地局１０５を含むネットワークを通じてバックエンドシステム、例えば、サ
ーバ、に送信することができる。Ｍ２Ｍデバイス１１５への／からのデータの送信は、基
地局１０５を通じてルーティングすることができる。基地局１０５は、順方向リンクでＭ
２Ｍデバイスと通信することができる。一構成においては、基地局１０５は、データ及び
／又はメッセージをＭ２Ｍデバイス１１５に搬送するためのチャネルを含む幾つかのタイ
ムスロットを有する順方向リンクフレームを生成することができる。一例では、各順方向
リンクフレームは、３つ以下のタイムスロット及び１つ以上の対応するチャネルを含むこ
とができる。これらのスロット及びチャネルは、ページングチャネルを有するページング
スロットと、ＡＣＫチャネルを有するＡＣＫスロットと、トラフィックチャネルを有する
トラフィックスロットと、を含むことができる。個々の順方向リンクフレームの長さは、
短いことができる（例えば、２０ミリ秒（ｍｓ））。一実施形態においては、４つのフレ
ームを接合して８０ｍｓの継続時間を有するより大きいフレームを形成することができる
。より大きいフレームに含まれる各フレームは、３つ以下のスロット及びチャネル、例え
ば、ページングチャネルに関するページングスロット、ＡＣＫチャネルに関するＡＣＫス
ロット、及びトラフィックチャネルに関するトラフィックスロット、を含むことができる
。各フレームのページング及びＡＣＫスロットは、各々、５ｍｓの長さを有することがで
き、各フレームのトラフィックスロットは、１０ｍｓの長さを有することができる。Ｍ２
Ｍデバイス１１５は、そのＭ２Ｍデバイス１１５を対象とするチャネル上のデータ及び／
又はメッセージを含む（より大きいフレーム内の）個々のフレーム中にウェイクアップす
ることができる。
【００２９】
［００４９］一構成においては、Ｍ２Ｍデバイス１１５は、フレームのアップリンクスロ
ット中に基地局１０５にデータを送信することができる。アップリンクスロットの長さは
、２０ｍｓであることができる。Ｍ２Ｍデバイス１１５は、周波数チャネルを用いてデー
タパケットを送信することができる。周波数チャネルは、基地局１０５との通信のために
使用される動作帯域の周波数の一部分を網羅することができる。周波数チャネルは、基地
局１０５によって設定された特定のＲｏＴスレショルドを含むことができる。Ｍ２Ｍデバ
イス１１５は、周波数チャネルのＲｏＴスレショルドに部分的に基づいて逆方向リンクで
データパケットを搬送するためにその周波数チャネルを使用することができる。Ｍ２Ｍデ
バイス１１５は、基地局から受信された通信のための十分な強度が順方向リンクにおいて
存在する場合は高いＲｏＴスレショルドを有する周波数チャネルを使用することができる
。高いＲｏＴスレショルドは、より多くのＭ２Ｍデバイス１１５がそのチャネルを使用す
るのを可能にし、及び高いデータレートでの送信を可能にすることができる。Ｍ２Ｍデバ
イス１１５は、順方向リンクにおいて弱い信号が存在する場合は、低いＲｏＴスレショル
ドを有する周波数チャネルを使用することができる。低いＲｏＴスレショルドは、このチ
ャネルの容量を低減させることができ、送信は、低データレートでこのチャネルで送るこ
とができる。
【００３０】
［００５０］一実施形態においては、Ｍ２Ｍデバイス１１５は、その他のデバイス内に組
み入れることができ、又は、Ｍ２Ｍデバイス１１５は、独立型デバイスであることができ
る。例えば、デバイス、例えば、携帯電話、無線通信デバイス、パーソナルデジタルアシ
スタント（ＰＤＡ）、その他のハンドヘルドデバイス、ネットブック、ノートブックコン
ピュータ、監視カメラ、ハンドヘルド医療用走査機器、家庭用品、等は、１つ以上のＭ２
Ｍデバイス１１５を含むことができる。
【００３１】
［００５１］一例では、ネットワークコントローラ１２０は、一組の基地局に結合するこ
とができ及びこれらの基地局１０５に関する調整及び制御を提供することができる。コン
トローラ１２０は、バックホール（例えば、コアネットワーク１２５）を介して基地局１
０５と通信することができる。基地局１０５は、互いに直接又は間接的に及び／又は無線
又は有線のバックホールを介して通信することもできる。
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【００３２】
［００５２］図２は、一態様によりＭ２Ｍサービスを実装する無線ワイドエリアネットワ
ーク（ＷＡＮ）２０５を含む無線通信システム２００の例を示す。システム２００は、幾
つかのＭ２Ｍデバイス１１５－ａと、Ｍ２Ｍサーバ２１０と、を含むことができる。サー
バ２１０とＭ２Ｍデバイス１１５との間の通信は、基地局１０５を通じてルーティングす
ることができ、それは、ＷＡＮ２０５の一部であるとみなすことができる。基地局１１５
－ａは、図１において示される基地局の一例であることができる。Ｍ２Ｍデバイス１１５
－ａは、図１において示されるＭ２Ｍデバイス１１５の例であることができる。図２にお
いて示されるＭ２Ｍデバイス１１５－ａ、ＷＡＮ２０５、及びＭ２Ｍサーバ２１０の数は
、例示することのみが目的であり、制限するものであると解釈されるべきでないことを当
業者は理解するであろう。
【００３３】
［００５３］無線通信システム２００は、Ｍ２Ｍ通信を容易にするために動作可能である
。Ｍ２Ｍ通信は、人間が介在しない１つ以上のデバイス間での通信を含むことができる。
一例では、Ｍ２Ｍ通信は、ユーザが介在しない状態での、遠隔機械、例えば、Ｍ２Ｍデバ
イス１１５－ａと、バックエンドＩＴインフラストラクチャ、例えば、Ｍ２Ｍサーバ２１
０、との間での自動化されたデータのやり取りを含むことができる。ＷＡＮ２０５（例え
ば、基地局１０５－ａ）を介してのＭ２Ｍデバイス１１５－ａからＭ２Ｍサーバ２１０へ
のデータの転送は、逆方向リンク通信を用いて行うことができる。Ｍ２Ｍデバイス１１５
－ａによって収集されたデータ（例えば、モニタリングデータ、センサデータ、計器デー
タ、等）は、逆方向リンク通信でＭ２Ｍサーバ２１０に転送することができる。
【００３４】
［００５４］基地局１０５－ａを介してのＭ２Ｍサーバ２１０からＭ２Ｍデバイス１１５
－ａへのデータの転送は、順方向リンク通信を介して行うことができる。順方向リンクは
、命令、ソフトウェアアップデート、及び／又はメッセージをＭ２Ｍデバイス１１５－ａ
に送信するために使用することができる。命令は、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ａが装置、環
境条件、等をモニタリングするように命令することができる。Ｍ２Ｍ通信は、様々な用途
ともに使用することができ、例えば、遠隔モニタリング、測定及び状態の記録、フリート
（ｆｌｅｅｔ）管理、資産追跡、現場でのデータ収集、流通、及び保管、等であるが、こ
れらに限定されない。基地局１０５－ａは、命令、ソフトウェアアップデート、及び／又
はメッセージを送信するためのチャネルを有する少数のタイムスロットを有する１つ以上
の順方向リンクフレームを生成することができる。特定のフレームのタイムスロット中に
命令又はその他のデータがチャネルに含まれているときには、様々なＭ２Ｍデバイス１１
５－ａがそのフレームのタイムスロット中にウェイクアップすることができる。デバイス
１１５－ａは、フレームのページングスロット中にページングメッセージを復号すること
によって命令又はその他のデータを入手可能であることに気付くことができる。ページン
グサイクルは、基地局１０５－ａがどのような頻度でページングメッセージをＭ２Ｍデバ
イス１１５－ａに送信すべきであるかを示すことができる。デバイス１１５－ａは、ペー
ジングサイクルに従ってページングメッセージの有無に関してページングスロットをモニ
タリングするためにウェイクアップすることができる。ページングメッセージは、異なる
データレートで送信することができ、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ａの信号強度に依存する。
【００３５】
［００５５］一構成においては、異なるアドレッシング形式を使用する異なる無線アクセ
スネットワークにおいては異なるタイプのＭ２Ｍ通信を提案することができる。異なるア
ドレッシング形式は、異なるタイプのＭ２Ｍデバイス１１５－ａが異なるサービスのため
に使用されることに結び付くことができる。一態様においては、Ｍ２Ｍデバイス１１５－
ａがＭ２Ｍサーバ２１０と通信するために使用されるＷＡＮ技術から独立した状態を維持
することができるＭ２Ｍネットワークを実装することができる。該態様においては、Ｍ２
Ｍデバイス１１５－ａ及びＭ２Ｍサーバ２１０は、使用されるＷＡＮ技術から独立させる
ことができる。その結果、既にインストールされているＭ２Ｍデバイス１１５－ａに影響
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を与えずに、バックホール通信のために使用されるＷＡＮ技術の代わりに異なるＷＡＮ技
術を使用することができる。例えば、Ｍ２Ｍサーバ２１０及びＭ２Ｍデバイス１１５－ａ
は、ＷＡＮ技術によって使用されるアドレッシング形式にかかわらず互いに通信すること
ができ、その理由は、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ａによって使用されるアドレッシング形式
は、実装されたＷＡＮ技術によって使用されるアドレッシングと結び付けることができな
いためである。
【００３６】
［００５６］一実施形態においては、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ａの行動を予め定義するこ
とができる。例えば、他のデバイスをモニタリングして収集された情報を送信するための
日時、等をＭ２Ｍデバイス１１５－ａに関して予め定義することができる。例えば、Ｍ２
Ｍデバイス１１５－ａ－１は、第１の予め定義された期間に他のデバイスをモニタリング
して他のデバイスに関する情報を収集するのを開始するようにプログラミングすることが
できる。デバイス１１５－ａ－１は、第２の予め定義された期間に収集された情報を送信
するようにプログラミングすることもできる。Ｍ２Ｍデバイス１１５－ａの行動は、遠隔
でプログラミングすることができる。
【００３７】
［００５７］図３Ａは、基地局１０５－ｂとＭ２Ｍデバイス１１５－ｂとを含むページン
グシステム３００の一実施形態を例示したブロック図である。基地局１０５－ｂは、図１
又は２の基地局１０５の一例であることができる。Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｂは、図１又
は２のＭ２Ｍデバイスの一例であることができる。
【００３８】
［００５８］無線通信システム、例えば、図１又は２のシステム、においては、スリープ
状態及びページングの概念は、バッテリ電力及びエアリンクリソースの点で効率的な形で
大量のデバイス（例えば、Ｍ２Ｍデバイス１１５）へのネットワーク接続性を提供する上
で重要である。スリープ状態は、デバイスの送信／受信回路の全体又は一部分を遮断する
ことによってバッテリ電力消費量を最少にするための動作モードをＭ２Ｍデバイス１１５
－ｂに提供することができる。さらに、スリープ状態のＭ２Ｍデバイス１１５には専用の
エアリンクリソースが割り当てられず、従って、非常に多数のＭ２Ｍデバイスを同時にサ
ポートすることができる。Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｂがトラフィック活動を有さない時間
的間隔中には、デバイス１１５－ｂは、リソースを節約するためにスリープ状態にとどま
ることができる。
【００３９】
［００５９］ページングは、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｂがスリープ状態から定期的にウェ
イクアップすることと、順方向リンク通信（例えば、基地局１０５ｂからＭ２Ｍデバイス
１１５－ｂへの通信）においてページングメッセージ３０５を受信及び処理するためにＭ
２Ｍデバイス１１５－ｂに動作させることと、を含むことができる。基地局１０５－ｂは
、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｂがいつウェイクアップすべきかを知っていることができる。
従って、基地局１０５－ｂがＭ２Ｍデバイス１１５－ｂに接触、すなわち、ページングす
ることを意図する場合は、基地局１０５－ｂは、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｂがウェイクア
ップしてページングチャネルをモニタリングするようにスケジューリングされている時間
に順方向リンクフレームの１つ以上のページングスロットの全部又は一部中にページング
チャネルでページングメッセージ３０５を送信することができる。しかしながら、基地局
１０５－ｂは、Ｍ２Ｍ無線ＷＡＮにおける各Ｍ２Ｍデバイス１１５の信号強度を知ってい
ることができない。その結果、基地局１０５－ｂは、第１のページングチャネルを用いて
高データレートでページングメッセージを送信することができる。基地局１０５－ｂとデ
バイス１１５－ｂとの間の信号強度が低すぎるためＭ２Ｍデバイス１１５－ｂがページン
グメッセージ３０５を適切に復調することができない場合は、基地局１０５－ｂは、デバ
イス１１５－ｂにメッセージを送信するために使用されるデータレートを動的に変更する
ことができる。さらに、基地局１０５は、ページングメッセージ３０５を送信する頻度を
増大させることができ、デバイス１１５－ｂは、より低いデータレートで送信されたペー
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ジングメッセージ３０５の有無に関してモニタリングするためにウェイクアップする頻度
を増大させることができる。一構成においては、基地局１０５－ｂが、Ｍ２Ｍデバイス１
１５－ｂがページングメッセージを受信済みであることを確認するページング応答３１０
を受信しない場合は、基地局１０５－ｂは、より頻繁に及びより低いデータレートでペー
ジングスロット中に第２のページングチャネルを用いてページングメッセージ３０５を再
送信することができる。基地局１０５－ｂは、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｂがページングメ
ッセージ３０５を受信してページング応答３１０を送信するまで及び／又はページングメ
ッセージ３０５のある一定の送信回数が発生するまでページングメッセージ３０５を再送
信することができる。これらのイベントのうちの１つ又は両方が発生した場合は、基地局
１０５－ｂ及びＭ２Ｍデバイス１１５－ｂは、前のページングサイクル下で動作する状態
に戻ることができ、基地局１０５－ｂは、第１のページングチャネルを用いて高データレ
ートでデバイス１５０－ｂにページングメッセージを送信する状態に戻ることができる。
【００４０】
［００６０］Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｂの２つの連続するウェイクアップ期間の間の時間
的間隔をページングサイクルと呼ぶことができる。Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｂは、ページ
ングサイクルのうちでＭ２Ｍデバイス１１５－ｂがページングメッセージ３０５の受信に
関連する処理を行っていない部分中にはスリープ状態で動作することができる。スリープ
状態の利益を最大化するために、ページングシステム３００は、ページングサイクルに関
して大きい値を使用することができる。例えば、データシステムにおいて、ページングサ
イクルは、約５分であることができる。上記のように、基地局１０５－ｂが、ページング
メッセージ３０５の成功裏の受信を示すページング応答３１０を受信しない場合は、基地
局１０５－ｂは、ページング応答３１０が受信されるまでより小さいページングサイクル
を用いてページングメッセージ３０５を再送信することができる。ページングメッセージ
３０５の再送信は、同じチャネル又は異なるチャネルを用いて行うことができる。さらに
、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｂは、ページングメッセージ３０５の有無に関してフレームの
ページングスロットをモニタリングするためにより定期的に（すなわち、より短いページ
ングサイクルで）ウェイクアップすることができる。
【００４１】
［００６１］一実施形態においては、フレームのページングスロット中に使用されるペー
ジングチャネルは、幾つかのページングメッセージ３０５を搬送する上で十分な帯域幅を
有することができる。一例においては、ページングチャネルは、最大量未満のページング
メッセージ３０５を搬送することができる。基地局１０５－ｂは、ページングスロット中
にページングチャネルの余分の未使用の帯域幅内にシステム情報を挿入することができる
。システム情報は、基地局１０５－ｂから送信された信号のタイミングを取得するために
幾つかのＭ２Ｍデバイス１１５－ｂによって使用することができる。システム情報を送信
するためにページングチャネルを再度使用することは、該情報を搬送するための順方向リ
ンクフレームの追加のタイムスロット中に追加のチャネルを設定する必要をなくす（それ
は、順方向リンクフレームの全長を長くすることができる）。その結果、Ｍ２Ｍデバイス
１１５は、アウェイクモードにある時間を最短にすることによって電力を節約することが
できる。ページングチャネルを再度使用することによって、順方向リンクで送信されるフ
レームのタイムスロットを短くすることができ、Ｍ２Ｍデバイス１１５が可能なかぎり素
早くスリープモードに戻るのを可能にする。
【００４２】
［００６２］ページングメッセージ３０５を受信した時点で、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｂ
は、ページングメッセージ３０５内で指定されたあらゆる動作を行うことができる。例え
ば、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｂは、単にページングメッセージ３０５を受信してスリープ
状態に戻ることができる。代替として、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｂは、基地局１０５－ｂ
とアクティブなコネクションを確立するために基地局１０５－ｂにアクセスすることがで
きる。
【００４３】
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［００６３］図３Ｂは、無線通信システム３２０の一実施形態を例示したブロック図であ
る。システム３２０は、基地局１０５－ｃと、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｃと、を含むこと
ができる。基地局１０５ｃ及びＭ２Ｍデバイス１１５－ｃは、図１、２、又は３Ａの基地
局及びＭ２Ｍデバイスの例であることができる。一構成においては、基地局１０５－ｃは
、順方向リンク通信３２５のために使用される論理チャネルのための限られた数のタイム
スロットを有する順方向リンクフレームを用いてＭ２Ｍデバイス１１５－ｃと通信するこ
とができる。Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｃは、逆方向リンク通信３３０を用いて基地局１０
５－ｃと通信することができる。上述されるように、順方向リンク通信及び逆方向リンク
通信を用いて行われる通信は、Ｍ２Ｍ通信であることができる。これらの通信は、様々な
形態をとることができ、主に、基地局１０５－ｃ及びＭ２Ｍデバイス１１５－ｃによって
使用されるエアインタフェースプロトコルに依存する。
【００４４】
［００６４］基地局１０５－ｃは、１つ以上の搬送波周波数で通信するように編成するこ
とができ、典型的には、順方向リンク通信及び逆方向リンク通信をそれぞれ定義するため
に一対の周波数帯域を使用する。基地局１０５－ｃは、複数のセルセクタを画定するよう
に配備された一組の指向性アンテナ素子を含むこともできる。所定の搬送波周波数におけ
る各セクタ内でのＭ２Ｍ通信は、セクタ専用コード、例えば、擬似ランダム雑音オフセッ
ト（“ＰＮオフセット”）を用いて所定のセクタ内の通信を変調することによってその他
のセクタにおける通信と区別することができる。さらに、各セクタ内でのＭ２Ｍ通信は、
制御チャネル及びトラフィックチャネルに分割することができ、それらの各々は、時分割
多重（ＴＤＭ）を通じて定義することができる。
【００４５】
［００６５］一実施形態においては、信号は、フレームフォーマットで順方向リンク通信
３２５及び逆方向リンク３３０で送信することができる。フレームフォーマット内では、
情報は、通信リンク３２５、３３０を通じて通信される実際のペイロードデータによりパ
ケット化及びフォーマット化することができる。一構成においては、順方向リンク通信３
２５で送信されるフレームのフォーマットは、様々なチャネルのための様々なタイムスロ
ットを含むことができる。一実施形態においては、フレームは、ページングチャネルのた
めのページングスロットと、ＡＣＫチャネルのためのＡＣＫスロットと、トラフィックチ
ャネルのためのトラフィックスロットと、を含むことができる。上記のように、ページン
グメッセージ３０５及び／又はシステム情報は、ページングスロット中にＭ２Ｍデバイス
１１５－ｃに対して（ページングサイクルに従って）ページングチャネルで送信すること
ができる。ＡＣＫメッセージは、ＡＣＫタイムスロット中にＭ２Ｍデバイスに対してＡＣ
Ｋチャネルで送信することができる。これらのメッセージは、逆方向リンク送信が基地局
１０５によって成功裏に受信、復号、及び／又は復調されたことを示すことができる。ト
ラフィックデータは、トラフィックタイムスロット中にＭ２Ｍデバイス１１５－ｃに対し
てトラフィックチャネルで送信することができる。Ｍ２Ｍ通信において順方向リンク通信
３２５で使用されるフレームは、短いデューティサイクルに基づくことができる。
【００４６】
［００６６］電力を節約することを目的として、Ｍ２Ｍデバイス１１５は、データ、ペー
ジングメッセージ３０５、等を受信するために特定の順方向リンクフレームの特定のタイ
ムスロット中のみにウェイクアップすることができる。その結果、Ｍ２Ｍ通信におけるフ
レーム構造は、各々のＭ２Ｍデバイス１１５ごとにスロットを設ける（ｓｌｏｔｔｅｄ）
ことができる。従って、各デバイス１１５は、それのデータを取り出すために必要である
１つ以上のフレームの１つ以上のスロットのみ中にウェイクアップすることが要求される
だけである。トラフィックチャネルサイクルの開始時に、そのサイクル中にトラフィック
データを受信することを期待している各Ｍ２Ｍデバイス１１５に対してスロットマップを
ブロードキャストすることができる。スロットマップは、各Ｍ２Ｍデバイスが、各々のト
ラフィックデータがそのサイクル中にいつ順方向リンクで送信されるかを推定するのを可
能にする情報を含むことができる。スロットマップ内の情報は、いつそれのデータが送信
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されるかを各デバイス１１５が識別するのを可能にするためにハッシュすることができる
。スロットマップを受信後は、デバイス１１５は、スリープ状態に戻り、それらのデータ
が送信される１つ以上のトラフィックスロット中に再びアウェイクすることができる。
【００４７】
［００６７］一構成においては、通信リソースを節約することを目的として、Ｍ２Ｍデバ
イス１１５－ｃは、本システム及び方法により、スリープ状態に戻るために基地局１０５
－ｃから送信されたメッセージのオポチュニスティック（ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｓｔｉｃ）
な復号を行うことができる。一実施形態においては、基地局１０５－ｃは、１つ以上の順
方向リンクフレームを生成し、それらの１つ以上の順方向リンクフレームのうちの１つの
チャネルを用いてメッセージの複数のコピーをＭ２Ｍデバイス１１５－ｃに送信すること
ができる。メッセージの各コピーは、高データレートでサブチャネルで送信することがで
きる。Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｃは、メッセージを成功裏に復調するために必要な数だけ
のメッセージのコピーを読み取ることができる。一構成においては、Ｍ２Ｍデバイス１１
５－ｃは、基地局１０５－ｃから送信されたパイロット信号からの受信された信号強度に
基づいてメッセージを復号するために受信する必要があるメッセージのコピー数を推定す
ることができる。メッセージを成功裏に復号した時点で、デバイス１１５－ｃは、物理層
ＡＣＫメッセージを生成して基地局１０５－ｃに送り返す前にスリープ状態に戻ることが
できる。メッセージのさらなるコピーがサブチャネル内に残っている場合は、基地局１０
５－ｃは、（Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｃが既にスリープ状態に戻っている場合でも）それ
らのさらなるコピーを送信し続けることができる。一構成においては、デバイス１１５－
ｃは、メッセージが復調されていることを示す物理層ＡＣＫメッセージを基地局に送信し
ないことによってバッテリ電力を節約することができる。
【００４８】
［００６８］一実施形態においては、Ｍ２Ｍデバイスの電力を節約することを目的として
、逆方向リンク通信３３０の動作帯域を複数の逆方向リンク周波数チャネルに分割するこ
とができ、複数のＭ２Ｍデバイス１１５に関して逆方向リンク通信を多重化するためにＣ
ＤＭＡ技法を使用することができる。一例においては、各逆方向リンク周波数チャネルは
、それ自体のＲＯＴ動作ポイントを有することができる。少なくとも１つの周波数チャネ
ルを、低データレートランダムアクセスチャネルとして専用化することができ、低ＲｏＴ
を有する。逆方向リンク通信３３０の動作帯域を分割することは、逆方向リンク通信に関
して低いＲｏＴ動作ターゲット（例えば、１デシベル（ｄＢ）以下）を有する少なくとも
１つの周波数チャネルを提供することができる。このチャネルは、基地局との間で強い信
号強度を有さないＭ２Ｍデバイスによって使用することができる。さらに、低いＲｏＴは
、大きい経路損失を有する位置に存在するデバイスに関するリンクバジェット要求を低減
させることができる。基地局との間で強い信号強度を有するＭ２Ｍデバイスは、より高い
ＲｏＴ動作ポイントを有する周波数チャネルを使用することができる。これらのチャネル
は、高いデータレートで送信するＭ２Ｍデバイスのより大きい容量を可能にする。
【００４９】
［００６９］一例では、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｃの電力効率をさらに向上させるために
、逆方向リンク通信３３０に関して狭帯域周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）技法を使用す
ることができる。この技法は、逆方向リンク通信３３０の動作帯域を幾つかの狭帯域周波
数チャネルに分割することを含むことができる。基地局１０５－ｃは、各狭帯域チャネル
の状態及び割り当てを各Ｍ２Ｍデバイス１１５にブロードキャストすることができる。状
態は、“ビジー”又は“アイドル”であることができる。一実施形態においては、Ｍ２Ｍ
デバイス１１５－ｃは、狭帯域周波数チャネルがデバイス１１５－ｃに割り当てられた場
合のみにデータを送信することができる。信号対干渉・雑音比（ＳＩＮＲ）分布を利用す
るために及び逆方向リンク通信３３０において複数のデータレートをサポートするために
逆方向リンク通信３３０の早期終了（上述）を狭帯域ＦＤＭＡ技法内に組み入れることが
できる。逆方向リンクでの早期終了は、周波数チャネルの状態がビジー状態からアイドル
状態に移行するときに生じることができる。状態がアイドルに移行していることを検出し
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た時点で、Ｍ２Ｍデバイスは、逆方向リンクでの送信を終了させることができる。
【００５０】
［００７０］一実施形態においては、前記のように、逆方向リンク通信３３０は、Ｍ２Ｍ
デバイス１１５－ｃのバッテリ電力及びＭ２Ｍデバイス１１５－ｃと基地局１０５－ｃと
の間のエアインタフェースリソースを節約するために早期に終了させることができる。チ
ャネルの状態の変化を通じて逆方向リンク送信を早期に終了させることに加えて、順方向
リンクフレームは、ＡＣＫメッセージを送信することができるタイムスロットを含むこと
ができる。基地局１０５－ｃは、逆方向リンク通信３３０を用いてＭ２Ｍデバイス１１５
－ｃから送信された逆方向リンク物理層パケットの受信に関して肯定応答するＡＣＫメッ
セージを搬送するためにチャネルを使用することができる。一構成においては、順方向リ
ンクフレームの状態が好ましいようにみえるときにはより多くの数のＡＣＫメッセージを
ＡＣＫパケットで送信することができる。これは、基地局によって成功裏に復号されるま
でＭ２Ｍデバイスが逆方向リンク通信３３０で送信しなければならないパケットのコピー
数を識別することを含むことができる。同様に、順方向リンクフレームの状態が同じよう
に好ましいようにみえないときにはより少ない数のＡＣＫメッセージをＡＣＫパケットで
送信することができる。パケット内のＡＣＫメッセージの数を増減させることは、ＡＣＫ
メッセージをＭ２Ｍデバイスに送信するために使用されるデータレートを効果的に変化さ
せる。その結果、すべてのＡＣＫメッセージを最低のデータレートで送信するのではなく
、幾つかのＡＣＫメッセージはより高いデータレートで送信することができる。ＡＣＫ（
すなわち、ＡＣＫメッセージ）がより高いデータレートでＭ２Ｍデバイス１１５－ｃに送
信されるときには、デバイス１１５－ｃは、ＡＣＫをより素早く受信して復号することが
でき、それにより、順方向リンクＡＣＫスループットを増大させ、ＡＣＫが低データレー
トを用いて送信された場合よりも早期に逆方向リンク通信３３０を終了させることができ
る。
【００５１】
［００７１］次に図４Ａを参照し、ブロック図は、様々な実施形態による順方向リンク通
信を管理するためのデバイス４００を例示する。デバイス４００は、図１、２、３Ａ、及
び／又は３Ｂを参照して説明される基地局１０５の１つ以上の態様の例であることができ
る。デバイス４００は、プロセッサであることもできる。デバイス４００は、受信機モジ
ュール４０５、順方向リンク通信モジュール４１０、及び／又は送信機モジュール４１５
を含むことができる。これらのコンポーネントの各々は、互いに通信状態にあることがで
きる。
【００５２】
［００７２］デバイス４００のこれらのコンポーネントは、個々に又は全体として、ハー
ドウェア内の該当する機能の一部又は全部を実行するように好適化された１つ以上の特定
用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）とともに実装することができる。代替として、これらの機
能は、１つ以上の集積回路において、１つ以上のその他の処理ユニット（又はコア）によ
って実行することができる。その他の実施形態においては、その他のタイプの集積回路（
例えば、Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅｄ／Ｐｌａｔｆｏｒｍ　ＡＳＩＣ、フィールドプログラマブ
ルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、及びその他のＳｅｍｉ－ＣｕｓｔｏｍＩＣ）を使用するこ
とができ、それらは、当業において知られているあらゆる方法でプログラミングすること
ができる。各ユニットの機能は、全体又は一部を、メモリ内で具現化され、１つ以上の汎
用又は特定用途向けプロセッサによって実行するようにフォーマット化された命令を用い
て実装することもできる。
【００５３】
［００７３］受信機モジュール４０５は、情報、例えば、パケット、データ、及び／又は
デバイス４００が受信又は送信しているものに関するシグナリング情報、を受信すること
ができる。受信された情報は、様々な目的のために順方向リンク通信モジュール４１０に
よって利用することができる。
【００５４】
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［００７４］受信機モジュール４０５は、逆方向リンク通信３３０を用いてＭ２Ｍデバイ
ス１１５から送信された逆方向リンク物理層パケットを受信するように構成することがで
きる。受信機モジュール４０５は、Ｍ２Ｍデバイス１１５に通信するためにバックエンド
サーバから命令、一組の動作、メッセージ、等を受信するように構成することもできる。
順方向リンク通信モジュール４１０は、１つ以上の順方向リンクフレームを生成すること
ができる。それらのフレームは、論理チャネルのために使用される最小限のタイムスロッ
トを含む短いデューティサイクルフレームであることができる。順方向リンクフレームは
、複数のＭ２Ｍデバイスと通信するためにスロットを設定することができる。順方向リン
クフレームに関する詳細が以下において説明される。
【００５５】
［００７５］順方向リンク通信モジュール４１０は、順方向リンク通信のために使用され
る周波数帯域を複数の周波数チャネルに分割することができる。複数のＭ２Ｍデバイスが
逆方向リンクで送信するために同じ周波数チャネルを使用するのを可能にするためにＣＤ
ＭＡ技法を使用することができる。ＣＤＭＡが実装されるため、チャネルの熱雑音及びチ
ャネルを用いるその他のＭ２Ｍデバイスを原因とする干渉が存在する状態で各Ｍ２Ｍデバ
イスからの逆方向リンクでの信号を正確に受信できることが望まれる。ＣＤＭＡシステム
が適切に動作するために、干渉及び熱雑音の合計のレベルが受信された信号を圧倒しない
ように制御することができる。このターゲットの干渉及び熱のレベルは、ＲｏＴ動作ポイ
ント、ＲｏＴスレショルド、ＲｏＴターゲット、等である。ある所定の周波数チャネルに
関してＲｏＴスレショルドが高ければ高いほど、より多くの数のＭ２Ｍデバイスが逆方向
リンクでの通信のためにそのチャネルを使用することができる。従って、基地局からより
遠くの距離に位置するＭ２Ｍデバイスは、それらの送信がＲｏＴスレショルドを克服する
ためにより高いレベルの電力を必要としないため、より少ない電力で低データレートで送
信することができる。
【００５６】
［００７６］一実施形態においては、順方向リンク通信モジュール４１０は、送信機モジ
ュール４１５を介して幾つかのＭ２Ｍデバイス１１５に送信するために幾つかのページン
グメッセージ３０５を生成することができる。ページングメッセージ３０５は、基地局１
０５がＭ２Ｍデバイス１１５に対して基地局１０５と接触するように要求していることを
特定のＭ２Ｍデバイス１１５に警告することができる。一構成においては、ページングメ
ッセージ３０５は、異なるデータレートでページングタイムスロット中にページングチャ
ネル（又はページングチャネルのサブチャネル）で送信することができ、Ｍ２Ｍデバイス
１１５がページングメッセージを成功裏に復調するかどうかに依存する。
【００５７】
［００７７］一構成においては、ページングチャネルは、最大数未満のページングメッセ
ージ３０５を含むことができる。ページングチャネルが最大数のページングメッセージ３
０５を含まない場合は、ページングスロットはアイドルであると決定することができる。
ページングチャネル内にシステムシステム情報を挿入することによってページングチャネ
ルの未使用の容量を利用することができる。システム情報は、順方向リンクフレームのペ
ージングタイムスロット中にページングチャネルでＭ２Ｍデバイス１１５にブロードキャ
ストすることができる。このタイプの情報を送信するための追加のチャネル及びタイムス
ロットが順方向リンクフレームにおいて回避される。その代わりに、システム情報を送信
するためにアイドルのページングタイムスロットを再度使用することができる。
【００５８】
［００７８］受信機モジュール４０５は、Ｍ２Ｍデバイス１１５がページングメッセージ
３０５を成功裏に復号したときにページング応答３１０を受信することができる。受信機
モジュール４０５がページング応答３１０を受信しないときには、順方向リンク通信モジ
ュール４１０は、ページングメッセージ３０５を再送信するように送信機モジュール４１
５に命令するように構成することができる。送信機モジュール４１５は、ページングメッ
セージ３０５のオリジナルの送信よりも低いデータレートで及びより高い頻度でメッセー
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ジ３０５を再送信することができる。送信機モジュール４１５は、ページング応答３１０
が受信機モジュール４０５によって受信されたときに及び／又はある一定の回数のメッセ
ージ３０５の再送信が送信された後は再送信を停止することができる。送信機モジュール
４１５は、異なる順方向リンクフレームの異なるサブページングチャネルでページングメ
ッセージ３０５を送信及び再送信することができる。一構成においては、ページングメッ
セージ３０５を送信するためにページングチャネルが要求されないときには、順方向リン
ク通信モジュール４１０は、システム情報を生成して順方向リンクフレームのページング
チャネル内に挿入することができる。送信機モジュール４１５は、フレームのページング
チャネルでＭ２Ｍデバイス１１５にシステム情報を送信することができる。一構成におい
ては、送信機４１５は、複数のフレームの複数のページングチャネルを用いて情報を送信
することができる。ページングメッセージは、異なるデータレート及び異なるページング
サイクルで異なるページングチャネルにおいて送信することができる。
【００５９】
［００７９］図４Ｂは、順方向リンク通信モジュール４１０－ａの一実施形態を例示した
ブロック図である。モジュール４１０－ａは、図４Ａの順方向リンク通信モジュールの一
例であることができる。一例では、モジュール４１０－ａは、順方向リンクフレーム生成
モジュール４２０と、ＡＣＫ生成モジュール４２５と、ページングスロット再使用モジュ
ール４３０と、ページングサイクル選択モジュール４３５と、ページングチャネル選択モ
ジュール４４０と、共有トラフィックチャネルフォーマット化モジュール４４５と、順方
向リンクパケットフォーマット化モジュール４５０と、マルチチャネルモジュール４５５
と、を含むことができる。
【００６０】
［００８０］順方向リンクフレーム生成モジュール４２０は、（例えば、基地局からＭ２
Ｍデバイスへの）順方向リンク３２５での通信のために使用される物理層フレームを生成
することができる。生成されたフレームは、短いデューティサイクル及び少数のスロッテ
ッド（ｓｌｏｔｔｅｄ）物理層チャネルに基づくことができる。例えば、モジュール４２
０は、合計２０ミリ秒（ｍｓ）である順方向リンク物理層フレームを生成することができ
る。モジュール４２０によって生成されたフレームのスロッテッド動作は、Ｍ２Ｍデバイ
ス１１５がデータを期待しているフレームのスケジューリングされたタイムスロット中の
みにウェイクアップして無線をオンにするのを可能にすることができる。その結果、Ｍ２
Ｍデバイス１１５は、フレームの長さよりも短い時間アウェイクモードにあることができ
る。
【００６１】
［００８１］順方向リンクフレームの物理チャネルの各々は、パイロットシンボル及びデ
ータシンボルの両方を含むことができ、それらは、時分割多重化（ＴＤＭ）することがで
きる。一構成においては、モジュール４２０によって生成された順方向リンクフレームは
、ページングスロットと、ＡＣＫスロットと、トラフィックスロットと、を含むことがで
きる。ページングメッセージ及びその他の情報は、ページングタイムスロット中に順方向
リンク通信３２５でＭ２Ｍデバイス１１５に対してページングチャネルで送信することが
できる。ＡＣＫメッセージは、ＡＣＫスロット中に送信することができる。データトラフ
ィックは、トラフィックスロット中にＭ２Ｍデバイス１１５に対してトラフィックチャネ
ルで送信することができる。
【００６２】
［００８２］ＡＣＫ生成モジュール４２５は、順方向リンク通信３２５で送信するための
ＡＣＫメッセージを生成することができる。メッセージは、順方向リンクフレーム生成モ
ジュール４２０によって生成される順方向リンクフレームの一部であるＡＣＫチャネルで
送信することができる。一構成においては、チャネルは、複数のＡＣＫをＡＣＫパケット
で送信するために使用することができる。パケット内の各ＡＣＫは、Ｍ２Ｍデバイス１１
５の識別子（ＩＤ）であることができる。ＩＤは、Ｍ２ＭデバイスのネットワークＩＤで
あることができる。さらに、ＩＤは、ネットワークＩＤの圧縮されたバージョンであるこ
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とができる。例えば、圧縮されたＩＤは、Ｍ２Ｍデバイス１１５のネットワークＩＤのハ
ッシュであることができる。一構成においては、ＡＣＫ生成モジュール４２５は、ＡＣＫ
パケットを生成するために複数のＡＣＫをグループに分けることができる。一実施形態に
おいては、ＡＣＫパケットは、順方向リンクのチャネル状態に依存して異なる数量のＡＣ
Ｋを含むことができる。
【００６３】
［００８３］幾つかの例では、ページングスロットは、ある一定の順方向リンクフレーム
に関してアイドルであることができる。例えば、ページングスロット中のページングチャ
ネルの容量は、１００％の容量でないことができる。例えば、ページングスロットは、Ｍ
２Ｍデバイス１１５に関するページングメッセージ３０５を送信するようにスケジューリ
ングすることはできない。その結果、ページングチャネルは、空である（例えば、ページ
ングメッセージ３０５がない）ことができる。ページングスロット再使用モジュール４３
０は、Ｍ２Ｍデバイス１１５にシステム情報を通信するためにアイドルのページングスロ
ットを再度使用することができる。システム情報は、システムタイミング及びセクタ番号
情報を含むことができ及びページングタイムスロット中にＭ２Ｍデバイス１１５に送信す
るためにページングチャネル内に挿入することができる。従って、Ｍ２Ｍデバイス１１５
にシステム情報を搬送するために順方向リンクフレーム内で追加のチャネルを確立するこ
とを回避することができる。代わりに、ページングスロット再使用モジュール４３０は、
フレーム内のページングスロットのアイドルのページングチャネル内にシステム情報を挿
入することができる。
【００６４】
［００８４］一実施形態においては、ページングサイクル選択モジュール４３５は、Ｍ２
Ｍデバイスにページングメッセージを送信するための特定のページングサイクルを選択す
ることができる。モジュール４３５は、Ｍ２Ｍ無線ＷＡＮにおいてＭ２Ｍデバイス１１５
に関するページングサイクルを動的に変えるために柔軟なページング方式を提供すること
ができる。ページングサイクル選択モジュール４３５は、デバイス１１５からページング
応答３１０が受信されるかどうか、時刻、Ｍ２Ｍデバイス１１５の動作状態、等に依存し
てページングサイクルを動的に変えることができる。
【００６５】
［００８５］一構成においては、ページングチャネル選択モジュール４４０は、順方向リ
ンク通信３２５を用いてＭ２Ｍデバイス１１５にページングメッセージを送信するために
ページングチャネルのサブチャネルを選択することができる。例えば、選択モジュール４
４０は、一次ページングチャネル及び二次ページングチャネルの間で選択することができ
る。モジュール４４０は、一次及び二次ページングチャネルを用いてＭ２Ｍ　ＷＡＮにお
いて異なるデータレートでページングメッセージを送信するのを可能にするページング方
式を提供することができる。一次ページングチャネルは、より長いページングサイクルに
関して使用することができ、二次ページングチャネルは、より短いページングサイクルに
関して使用することができる。一例では、基地局１０５は、第１のページングメッセージ
を送信することができる。モジュール４４０は、一次チャネルを選択することができる。
第１のページングメッセージは、長いページングサイクルにわたって高いデータレートで
一次チャネルで送信することができる。基地局は、第２のページングメッセージを送信す
ることもできる。モジュール４４０は、二次ページングチャネルを選択することができる
。第２のページングメッセージは、より短いページングサイクルにわたってより低いデー
タレートで送信されることになるため、第２のページングメッセージは、第２のページン
グメッセージで送信することができる。一実施形態においては、第１及び第２のページン
グメッセージは、同じであることができる。一例では、ページングチャネルは、論理チャ
ネルであることができる。一構成においては、ページングチャネルは、ＣＤＭＡチャネル
であることができる。一例では、ページングチャネルは、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）チ
ャネルであることができる。
【００６６】
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［００８６］共有トラフィックチャネルフォーマット化モジュール４４５は、複数のＭ２
Ｍデバイスによって共有することができる順方向リンクフレーム内のトラフィックチャネ
ルをフォーマット化することができる。Ｍ２Ｍデバイス１１５が所定のトラフィックチャ
ネルサイクル内でトラフィックスロット中に共有されるトラフィックチャネルでのデータ
を予想しているときには、デバイス１１５は、ＩＤフィールドによる指示に従ってデータ
を見つけるまでトラフィックチャネルサイクル中に複数の順方向リンクフレーム全体にわ
たってトラフィックチャネルスロットの読み取りを続けることができる。その結果、Ｍ２
Ｍデバイス１１５は、データを見つけるのに必要な以上長くアウェイク状態にあることが
できる。フォーマット化モジュール４４５は、Ｍ２Ｍデバイス１１５に関するウェイクア
ップ時間を最小にするような形でトラフィックチャネルをフォーマット化することができ
る。Ｍ２Ｍデバイス１１５は、共有されるトラフィックチャネル上のデータを取り出すた
めに特定のフレームのどのスロットがウェイクアップすべきであるかを決定することがで
きる。どのスロットがウェイクアップすべきであるかを決定するために、基地局１０５は
、サイクルの第１のトラフィックスロット中にスロットマップをブロードキャストするこ
とができる。マップは、Ｍ２Ｍデバイス１１５がサイクル中にデータを受信するためにい
ずれのトラフィックスロットを期待することができるかを識別するためにハッシュ関数を
使用することができる。トラフィックチャネルは、どのスロットを使用すべきかをデバイ
スが決定するのを可能にするためにモジュール４４５によってフォーマット化することが
できる。例えば、モジュール４４５は、ハッシュされたスロットにデータ又は実際のデー
タが所在するスロットを指し示すポインタが入っているように共有トラフィックチャネル
をフォーマット化することができる。第１のフレームのスロットにすべてのポインタを入
れることができない場合は、モジュール４４５は、オーバーフローフラグを設定し、ハッ
シュされたＭ２Ｍデバイスがデータの有無を検査することができる他のフレームの他のス
ロットを指し示すポインタを提供することができる。Ｍ２Ｍデバイス１１５に関するすべ
てのデータを単一のスロット中に収納できるわけでない場合は、モジュール４４５は、残
りのデータが送信される他のスロットを示すポインタを含めるようにチャネルのトレーラ
フィールド（ｔｒａｉｌｅｒ　ｆｉｅｌｄ）をフォーマット化することができる。
【００６７】
［００８７］順方向リンクパケットフォーマット化モジュール４５０は、順方向リンク通
信３２５で送信されるべきパケットをフォーマット化することができる。一例においては
、モジュール４５０は、パケットの複数のコピーを生成することができる。さらに、モジ
ュール４５０は、順方向リンクフレーム内のタイムスロットのサブスロット内にパケット
の単一のコピーを挿入することができる。一実施形態においては、順方向リンクフレーム
のタイムスロット（例えば、ページングスロット、ＡＣＫスロット、トラフィックスロッ
ト）は、幾つかのサブスロットに分割することができる。順方向リンクパケットフォーマ
ット化モジュール４５０は、生成されたサブスロットの各々の中にパケットの単一のコピ
ーを挿入することができる。一構成においては、タイムスロット中にパケットを搬送する
ために使用されるチャネルは、幾つかのサブチャネルに分割することができる。その結果
、サブチャネルは、順方向リンク通信３２５でパケットのコピーを搬送するために各サブ
スロット中に使用することができる。各サブチャネルは、パケットのコピーを高いデータ
レートで送信するために使用することができる。
【００６８】
［００８８］マルチチャネルモジュール４５５は、逆方向リンクの動作周波数帯域を幾つ
かの周波数チャネルに分割することができる。モジュール４５５は、各周波数チャネルに
関するＲｏＴスレショルドを設定することもできる。一実施形態においては、マルチチャ
ネルモジュール４５５は、Ｍ２Ｍ無線ＷＡＮ内のいずれのＭ２Ｍデバイス１１５が逆方向
リンクでの通信のために幾つかのチャネルを使用すべきかを決定することができる。モジ
ュール４５５は、これらのチャネル割り当てをＭ２Ｍデバイス１１５に送信することがで
きる。さらに、マルチチャネルモジュール４５５は、１つ以上の周波数チャネルのＲｏＴ
スレショルドを動的に変更することができる。ＲｏＴスレショルドの変更決定は、ネット
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ワークの混雑、１つ以上の個々のチャネルでのトラフィック、時刻、等に依存することが
できる。周波数チャネルのＲｏＴスレショルドを動的に変更することに関する詳細が以下
においてより詳しく説明される。
【００６９】
［００８９］図５Ａは、様々な実施形態による逆方向リンク通信を管理するためのデバイ
ス５００を例示したブロック図である。デバイス５００は、図１、２、３Ａ、及び／又は
３Ｂを参照して説明されるＭ２Ｍデバイス１１５及び／又は基地局１０５の１つ以上の態
様の例であることができる。デバイス５００は、プロセッサであることもできる。デバイ
ス５００は、受信機モジュール５０５、逆方向リンク通信モジュール５１０、及び／又は
送信機モジュール５１５を含むことができる。これらのコンポーネントの各々は、互いに
通信状態にあることができる。
【００７０】
［００９０］デバイス５００のこれらのコンポーネントは、個々に又は全体として、ハー
ドウェア内の該当する機能の一部又は全部を実行するように好適化された１つ以上の特定
用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）とともに実装することができる。代替として、これらの機
能は、１つ以上の集積回路において、１つ以上のその他の処理ユニット（又はコア）によ
って実行することができる。その他の実施形態においては、その他のタイプの集積回路（
例えば、Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅｄ／Ｐｌａｔｆｏｒｍ　ＡＳＩＣ、フィールドプログラマブ
ルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、及びその他のＳｅｍｉ－ＣｕｓｔｏｍＩＣ）を使用するこ
とができ、それらは、当業において知られているあらゆる方法でプログラミングすること
ができる。各ユニットの機能は、全体又は一部を、メモリ内で具現化され、１つ以上の汎
用又は特定用途向けプロセッサによって実行するようにフォーマット化された命令を用い
て実装することもできる。
【００７１】
［００９１］受信機モジュール５０５は、情報、例えば、パケット、データ、及び／又は
デバイス５００が受信又は送信しているものに関するシグナリング情報、を受信すること
ができる。受信された情報は、様々な目的のために逆方向リンク通信モジュール５１０に
よって利用することができる。
【００７２】
［００９２］受信機モジュール５０５は、順方向リンク通信３２５を用いて基地局１０５
から送信された順方向リンク物理層パケットを受信するように構成することができる。逆
方向リンク通信モジュール５１０は、Ｍ２Ｍデバイス１１５から基地局１０５にトラフィ
ックを送信することができるトラフィックスロットを含む逆方向リンクフレームを生成す
ることができる。
【００７３】
［００９３］一実施形態においては、逆方向リンク通信モジュール５１０は、逆方向リン
クでの通信を早期に終了させることができる。上において説明されるように、基地局１０
５からのＡＣＫメッセージの受信は、逆方向リンクでの早期終了をトリガすることができ
る。ＡＣＫメッセージを受信した時点で、逆方向リンク通信モジュール５１０は、逆方向
リンク通信３３０で通信を送信するのを停止するように送信機５１５に命令することがで
きる。逆方向リンク通信モジュール５１０に関する詳細が以下において説明される。
【００７４】
［００９４］図５Ｂは、逆方向リンク通信モジュール５１０－ａの一実施形態を例示した
ブロック図である。モジュール５１０－ａは、図５Ａの逆方向リンク通信モジュールの例
であることができる。一例では、モジュール５１０－ａは、スリープ状態モジュール５２
０と、チャネル識別モジュール５２５と、狭帯域チャネル識別モジュール５３０と、を含
むことができる。
【００７５】
［００９５］一構成においては、スリープ状態モジュール５２０は、Ｍ２Ｍデバイス１１
５が基地局１０５からメッセージを受信する上で十分に長い間ウェイクアップし、次に電
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力を節約するためにスリープ状態に戻るのを可能にすることができる。基地局は、順方向
リンクフレームを用いてＭ２Ｍデバイスにメッセージを送信することができる。フレーム
は、メッセージを搬送するためのページングチャネルを含むことができる。ページングチ
ャネルは、幾つかのサブチャネルを含むことができる。基地局は、メッセージのコピーを
各サブチャネルで送信することができる。Ｍ２Ｍデバイスがサブチャネルのうちの１つに
おけるメッセージを成功裏に受信及び復調したときには、スリープ状態モジュール５２０
は、無線をオフにすること及び基地局にＡＣＫメッセージを戻さずにバッテリを節約する
ためにスリープ状態に戻ることをＭ２Ｍデバイス１１５に行わせることができる。
【００７６】
［００９６］一実施形態においては、チャネル識別モジュール５２５は、チャネルのＲｏ
Ｔレベルに少なくとも部分的に基づいて使用すべき逆方向リンクチャネルを識別すること
ができる。前において説明されるように、逆方向リンクの動作帯域は、複数の逆方向リン
ク周波数チャネルに分割することができる。各周波数チャネル内において、複数のユーザ
の多重化のためにＣＤＭＡを実装することができる。各周波数チャネルは、それ自体のタ
ーゲットのＲｏＴ動作ポイントを有することができる。少なくとも１つの周波数チャネル
を、低いＲｏＴ動作ポイントを有する低データレートランダムアクセスチャネルとして専
用化することができる。幾つかの要因に依存して、チャネル識別モジュール５２５は、逆
方向リンクでの通信のために使用すべき特定の周波数チャネルを識別することができる。
一構成においては、基地局から順方向リンクで受信された信号の強度は、高いＲｏＴスレ
ショルド又は低いＲｏＴスレショルドを有する周波数チャネルを使用すべきかどうかを決
定するためにＭ２Ｍデバイスによって使用することができる。周波数チャネルの現在の混
雑も、そのチャネルを使用すべきかどうかを決定するためにモジュール５２５によって使
用することができる。さらに、モジュール５２５は、高いデータレートでデータパケット
を送信するために使用するために高いＲｏＴスレショルドを有するチャネルを選択するこ
とができる。データパケットが受信されない（すなわち、ＡＣＫメッセージが基地局から
受信されない）場合は、モジュール５２５は、低いデータレートでデータパケットを送信
するために低いＲｏＴスレショルドを有するチャネルに切り換わることができる。一例に
おいては、チャネル識別モジュール５２５は、オープンループデータレート予測を行うこ
とができる。モジュール５２５が低いデータレート（例えば、毎秒２００ビット（ｂｐｓ
））を予測する場合は、モジュール５２５は、低いＲｏＴスレショルドを有する低データ
レートランダムアクセスチャネルとして専用化されている周波数チャネルを選択すること
ができる。一例においては、基地局は、各Ｍ２Ｍデバイスのデータレートを予測し、低い
データレートで送信することが予測されるＭ２Ｍデバイスに対して低いＲｏＴスレショル
ドを有する専用周波数チャネルを使用するように命令することができる。一構成において
は、チャネル識別モジュール５２５は、順方向リンクでの信号の強度を決定することがで
きる。順方向リンクでの信号の強度がスレショルドを下回る場合は、モジュール５２５は
、それ自体と基地局との間の不良な信号品質を有するエリアに位置していると断定するこ
とができる。その結果、モジュール５２５は、専用の低ＲｏＴ周波数チャネルを逆方向リ
ンクで基地局に送信するために使用すべきチャネルとして識別することができる。
【００７７】
［００９７］一例においては、狭帯域チャネル識別モジュール５３０は、チャネルの状態
に少なくとも部分的に基づいて逆方向リンクでデータを送信するために使用すべき狭帯域
チャネルを識別することができる。一実施形態においては、逆方向リンクの動作帯域を幾
つかの狭帯域周波数チャネルに分割することができる。各狭帯域チャネルのビジー又はア
イドル状態を各Ｍ２Ｍデバイス１１５にブロードキャストすることができる。デバイスは
、プリアンブルを送信することによってチャネルのアイドルの組からランダムに選択され
たチャネルに関して競争することができる。モジュール５３０は、チャネルがＭ２Ｍデバ
イスに暗黙に又は明示で割り当てられた場合にチャネルを用いて逆方向リンクでの送信デ
ータを選択することができる。Ｍ２Ｍデバイスは、暗黙に又は明示で割り当てられている
チャネルでデータを送信している間は、そのチャネルでのデータの送信は、同じチャネル
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を用いてデータパケットを送信することを試みている他のＭ２Ｍデバイスによって割り込
むことはできない。
【００７８】
［００９８］図６は、様々な実施形態による順方向リンク通信を管理するためのデバイス
６００を示したブロック図である。デバイス６００は、図１、２、３Ａ、３Ｂ、４Ａ、及
び／又は４Ｂを参照して説明される基地局の１つ以上の態様の例であることができる。デ
バイス６００は、プロセッサであることもできる。デバイス６００は、受信機モジュール
４０５－ａ、順方向リンク通信モジュール４１０－ａ、及び／又は送信機モジュール４１
５－ａを含むことができる。これらのコンポーネントの各々は、互いに通信状態にあるこ
とができる。
【００７９】
［００９９］デバイス６００のこれらのコンポーネントは、個々に又は全体として、ハー
ドウェア内の該当する機能の一部又は全部を実行するように好適化された１つ以上の特定
用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）とともに実装することができる。代替として、これらの機
能は、１つ以上の集積回路において、１つ以上のその他の処理ユニット（又はコア）によ
って実行することができる。その他の実施形態においては、その他のタイプの集積回路（
例えば、Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅｄ／Ｐｌａｔｆｏｒｍ　ＡＳＩＣ、フィールドプログラマブ
ルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、及びその他のＳｅｍｉ－ＣｕｓｔｏｍＩＣ）を使用するこ
とができ、それらは、当業において知られているあらゆる方法でプログラミングすること
ができる。各ユニットの機能は、全体又は一部を、メモリ内で具現化され、１つ以上の汎
用又は特定用途向けプロセッサによって実行するようにフォーマット化された命令を用い
て実装することもできる。
【００８０】
［０１００］受信機モジュール４０５－ａは、情報、例えば、パケット、データ、及び／
又はデバイス６００が受信又は送信しているものに関するシグナリング情報、を受信する
ことができる。受信された情報は、前述されるように、様々な目的のために順方向リンク
通信モジュール４１０－ａによって利用することができる。
【００８１】
［０１０１］一構成においては、順方向リンク通信モジュール４１０－ａは、マルチチャ
ネルモジュール４５５－ａを含むことができる。モジュール４５５－ａは、図４Ｂのモジ
ュール４５５の例であることができる。一構成においては、マルチチャネルモジュール４
５５－ａは、動作周波数帯域から幾つかのＣＤＭＡ周波数チャネルを生成することができ
る。個々の周波数チャネルに関して別個の及び個別のＲｏＴ動作スレショルドを設定する
ことができる。ＲｏＴスレショルドの設定に関する詳細が以下において説明される。
【００８２】
［０１０２］図７は、様々な実施形態によりＭ２Ｍデバイス１１５の電力を節約するため
にＣＤＭＡ周波数チャネルに関するＲｏＴスレショルドを設定及び調整するために構成す
ることができる通信システム７００のブロック図を示す。このシステム７００は、図１に
おいて描かれるシステム１００、図２のシステム２００、図３Ａのシステム３００、図４
Ａのシステム４００、及び／又は図６のシステム６００の態様の例であることができる。
【００８３】
［０１０３］システム７００は、基地局１０５－ｄを含むことができる。基地局１０５－
ｄは、アンテナ７４５と、トランシーバモジュール７５０と、メモリ７７０と、プロセッ
サモジュール７６５と、を含むことができ、それらの各々は、直接又は間接的に、（例え
ば、１つ以上のバスを通じて）互いに通信状態にあることができる。トランシーバモジュ
ール７５０は、アンテナ７４５を介して、Ｍ２Ｍデバイス１１５と両方向で通信するよう
に構成することができ、Ｍ２Ｍデバイス１１５は、センサ、計器、又は、追跡、検知、モ
ニタリング、等が可能なあらゆるその他のタイプのデバイスであることができる。トラン
シーバモジュール７５０（及び／又は基地局１０５－ｄのその他のコンポーネント）は、
１つ以上のネットワークと両方向で通信するように構成することもできる。幾つかの場合
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は、基地局１０５－ｄは、ネットワーク通信モジュール７７５を通じてコアネットワーク
１３０－ａと通信することができる。
【００８４】
［０１０４］基地局１０５－ｄは、その他の基地局１０５、例えば、基地局１０５－ｍ及
び基地局１０５－ｎ、とも通信することができる。基地局１０５の各々は、異なる無線通
信技術、例えば、異なる無線アクセス技術、を用いてＭ２Ｍデバイス１１５と通信するこ
とができる。幾つかの場合は、基地局１０５－ｄは、基地局通信モジュール７３５を利用
してその他の基地局、例えば、１０５－ｍ及び／又は１０５－ｎと通信することができる
。幾つかの実施形態においては、基地局１０５－ｄは、コントローラ１２０及び／又はコ
アネットワーク１３０－ａを通じてその他の基地局と通信することができる。
【００８５】
［０１０５］メモリ７７０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と、読み取り専用メモ
リ（ＲＯＭ）と、を含むことができる。メモリ７７０は、実行されたときにここにおいて
説明される様々な機能（例えば、ＲｏＴ動作ポイントの設定、ＡＣＫ方式、ページングメ
ッセージに関する動的データレート方式、柔軟なページング方式、データトラフィック方
式、等）を実行することをプロセッサモジュール７６５に行わせるように構成される命令
が入ったコンピュータによって読み取り可能な、コンピュータによって実行可能なソフト
ウェアコード７７１を格納することもできる。代替として、ソフトウェア７７１は、プロ
セッサモジュール７６５によって直接実行することができず、例えば、コンパイルされて
実行されたときにここにおいて説明される機能を実行することをコンピュータに行わせる
ように構成することができる。
【００８６】
［０１０６］プロセッサモジュール７６５は、インテリジェントハードウェアデバイス、
例えば、Ｉｎｔｅｌ（登録商標）　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ又はＡＭＤ（登録商標）によ
って製造されるような中央処理装置（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集
積回路（ＡＳＩＣ）、等を含むことができる。トランシーバモジュール７５０は、Ｍ２Ｍ
デバイス１１５に関してパケットを変調して変調されたパケットを送信のためにアンテナ
７４５に提供し、及び、アンテナ７４５から受信されたパケットを復調するように構成さ
れたモデムを含むことができる。基地局１０５－ｄの幾つかの例は、単一のアンテナ７４
５を含むことができる一方で、基地局１０５－ｄは、好ましいことに、搬送波アグリゲー
ション（ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）をサポートすることができる複数のリンクに関する複
数のアンテナ７４５を含む。例えば、Ｍ２Ｍデバイス１１５とのマクロ通信をサポートす
るために１つ以上のリンクを使用することができる。
【００８７】
［０１０７］図７のアーキテクチャにより、基地局１０５－ｄは、通信管理モジュール７
３０をさらに含むことができる。通信管理モジュール７３０は、その他の基地局１０５と
の通信を管理することができる。一例として、通信管理モジュール７３０は、バスを介し
て基地局１０５－ｄのその他のコンポーネントの一部又は全部と通信する基地局１０５－
ｄのコンポーネントであることができる。代替として、通信管理モジュール７３０の機能
は、トランシーバモジュール７５０のコンポーネントとして、コンピュータプログラム製
品として、及び／又はプロセッサモジュール７６５の１つ以上のコントローラ要素として
実装することができる。
【００８８】
［０１０８］基地局１０５－ｄに関するコンポーネントは、図６のデバイス６００に関し
て上述される態様を実装するように構成することができ、ここでは簡潔さを目的として繰
り返されない。一実施形態においては、基地局１０５－ｄは、マルチチャネルモジュール
４５５－ｂを含むことができ、それは、図４Ｂ及び／又は６において例示されるモジュー
ル４５５の例であることができる。モジュール４５５－ｂは、分割モジュール７０５と、
チャネル構成モジュール７１０と、デバイス識別モジュール７１５と、を含むことができ
る。
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【００８９】
［０１０９］一構成においては、分割モジュール７０５は、Ｍ２Ｍ無線ＷＡＮにおける幾
つかのＭ２Ｍデバイスへの順方向リンクでの通信のために基地局１０５－ｄによって使用
される現在の動作周波数帯域を識別することができる。モジュール７０５は、動作帯域を
幾つかの個々の周波数チャネルに分割することができる。周波数チャネルは、幾つかの異
なるＭ２Ｍデバイスが逆方向リンクでの通信のために同じチャネルを使用するのを可能に
するためのＣＤＭＡ技法を採用することができる。
【００９０】
［０１１０］一実施形態においては、チャネル構成モジュール７１０は、ＲｏＴ動作ポイ
ントを有する各ＣＤＭＡ周波数チャネルを構成することができる。例えば、１つ以上の周
波数チャネルの第１のグループは、第１のレベルで設定されたＲｏＴ動作ポイントで構成
することができる。１つ以上のチャネルの第２のグループは、第２のレベルで設定された
ＲｏＴ動作ポイントで構成することができ、それは、第１のレベルよりも低いことができ
る。一構成においては、第１のチャネルグループ内のチャネルは、第２のチャネルグルー
プ内のチャネルよりも多くのＭ２Ｍデバイスに関するデータパケットを搬送するための容
量を有することができる。さらに、第１のグループ内のチャネルで搬送されるデータパケ
ットは、第２のグループ内のチャネルで搬送されるパケットよりも高いデータレートで送
信することができる。
【００９１】
［０１１１］デバイス識別モジュール７１５は、第１のチャネルグループ内のチャネルを
使用するための１つ以上のＭ２Ｍデバイス及び第２のグループ内のチャネルを使用するた
めの１つ以上のＭ２Ｍデバイスを識別することができる。モジュール７１５は、基地局１
０５－ｄからある一定の範囲内に位置するデバイ１１５を識別することができ及び逆方向
リンクでデータパケットを送信するために第１のグループ内のチャネルを使用するように
これらのデバイス１１５に命令することができる。基地局１０５－ｄ以降の距離に位置す
るデバイ１１５に対しては、それらのデータパケットを送信するために第２のグループ内
のチャネルを使用するようにモジュール７１５によって命令することができる。一構成に
おいては、モジュール７１５は、Ｍ２Ｍデバイス１１５において受信された順方向リンク
通信の信号強度を推定することによっていずれのデバイス１１５が基地局１０５－ｄから
一定の距離内に位置するかを決定することができる。強い信号強度は、推定される弱い信
号強度よりも基地局の近くに位置することを示すことができる。モジュール７１５は、い
ずれのデバイス１１５が異なるチャネルで通信すべきであるかを識別するために時刻パラ
メータを使用することもできる。一実施形態においては、ネットワークの混雑が激しくな
いことが予想される時刻には、モジュール７１５は、低いＲｏＴスレショルドを有する周
波数チャネルを使用するようにＭ２Ｍデバイス１１５に命令することができる。このチャ
ネルの容量は低いことができるが、逆方向リンクにおいて予想される混雑も激しくないこ
とが予想される。その結果、Ｍ２Ｍデバイス１１５は、低いＲｏＴに起因してより低い電
力を用いてこのチャネルで送信することができる。ネットワークの混雑が激しいことが予
想される場合は、モジュール７１５は、低いデータレートで送信する基地局１０５－ｄか
らより遠くの距離に位置するＭ２Ｍデバイスに関して低いＲｏＴスレショルドを有するチ
ャネルを予約することができる。
【００９２】
［０１１２］幾つかの実施形態においては、トランシーバモジュール７５０は、アンテナ
７４５と共同で、基地１０５ｄ－ｄのその他の可能なコンポーネントとともに、基地局１
０５－ｄからＭ２Ｍデバイス１１５に、その他の基地局１０５－ｍ／１０５－ｎに、又は
コアネットワーク１３０－ａに、トラフィックスロットを各々含む幾つかの順方向リンク
フレームを送信することができる。
【００９３】
［０１１３］図８は、様々な実施形態による逆方向リンク通信を管理するためのデバイス
８００を例示したブロック図である。デバイス８００は、図１、２、３Ａ、３Ｂ、及び／



(28) JP 6081614 B2 2017.2.15

10

20

30

40

50

又は５Ａを参照して説明されるＭ２Ｍデバイス１１５の１つ以上の態様の例であることが
できる。デバイス８００は、プロセッサであることもできる。デバイス８００は、受信機
モジュール５０５－ａ、逆方向リンク通信モジュール５１０－ａ、及び／又は送信機モジ
ュール５１５－ａを含むことができる。逆方向リンク通信モジュール５１０－ａは、チャ
ネル識別モジュール５２５－ａを含むことができる。モジュール５２５－ａは、図５Ｂを
参照して説明されるモジュール５２５の例であることができる。これらのコンポーネント
の各々は、互いに通信状態にあることができる。
【００９４】
［０１１４］デバイス８００のこれらのコンポーネントは、個々に又は全体として、ハー
ドウェア内の該当する機能の一部又は全部を実行するように好適化された１つ以上の特定
用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）とともに実装することができる。代替として、これらの機
能は、１つ以上の集積回路において、１つ以上のその他の処理ユニット（又はコア）によ
って実行することができる。その他の実施形態においては、その他のタイプの集積回路（
例えば、Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅｄ／Ｐｌａｔｆｏｒｍ　ＡＳＩＣ、フィールドプログラマブ
ルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、及びその他のＳｅｍｉ－ＣｕｓｔｏｍＩＣ）を使用するこ
とができ、それらは、当業において知られているあらゆる方法でプログラミングすること
ができる。各ユニットの機能は、全体又は一部を、メモリ内で具現化され、１つ以上の汎
用又は特定用途向けプロセッサによって実行するようにフォーマット化された命令を用い
て実装することもできる。
【００９５】
［０１１５］受信機モジュール５０５－ａは、情報、例えば、パケット、データ、及び／
又はデバイス８００が受信又は送信しているものに関するシグナリング情報、を受信する
ことができる。受信された情報は、様々な目的のために逆方向リンク通信モジュール５１
０－ａによって利用することができる。送信機モジュール５１５－ａは、逆方向リンクフ
レームで逆方向リンクでパケット、データ、及び／又はシグナリング情報を送信すること
ができる。逆方向リンクフレームは、トラフィックスロットを含むことができ、制御情報
を送信することができるその他の制御スロットは含まない。トラフィックスロットは、逆
方向リンクでデータを送信することができる２０ｍｓの長さを有することができる。
【００９６】
［０１１６］受信機モジュール５０５－ａは、順方向リンクで基地局１０５から送信され
た順方向リンク物理層データパケットを受信するように構成することができる。一例にお
いては、受信機モジュール５０５－ａは、逆方向リンクでの通信のために該当するＲｏＴ
スレショルドを有するいずれの周波数チャネルを使用すべきかを決定するためにデバイス
８００によって使用することができる順方向リンクの信号強度を受信することができる。
チャネル識別モジュール５２５－ａは、受信された信号強度を解析し、信号強度の解析に
基づいて該当するＲｏＴスレショルドを有する使用すべき周波数チャネルを決定すること
ができる。さらに、受信機モジュール５０５－ａは、逆方向リンクで通信するためにチャ
ネルを用いるその他のＭ２Ｍデバイス１１５から干渉信号を受信することがある。一実施
形態においては、基地局１０５は、それの混雑レベル（すなわち、長期平均ＲｏＴ）を順
方向リンクで定期的にブロードキャストすることができる。チャネル識別モジュール５２
５－ａは、ネットワークの推定される混雑レベルを決定するために、干渉信号のレベル、
基地局１０５によって報告された混雑レベル、等を解析することができる。モジュール５
２５－ａは、ネットワーク内の逆方向リンクの推定される混雑に少なくとも部分的に基づ
いてある一定のＲｏＴレベルを有する使用すべき周波数チャネルを選択することができる
。送信機モジュール５２５－ａは、チャネル識別モジュール５２５－ａによって識別され
た周波数チャネルを用いて逆方向リンクでデータパケットを送信することができる。
【００９７】
［０１１７］図９は、様々な実施形態による電力の消費を管理するためのＭ２Ｍデバイス
１１５－ｄのブロック図９００を示す。Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは、様々な構成、例え
ば、上述される様々なＭ２Ｍ用途に関するセンサ又はモニタ、のうちのいずれかを有する
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ことができる。Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは、センサモジュール９４０を介して情報をキ
ャプチャ又は検知することができる。Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは、モバイル動作を容易
にするための内部電源、例えば、小型バッテリ、を有することができる。幾つかの実施形
態においては、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは、図１、２、３Ａ、及び／又は３Ｂを参照し
て説明されるＭ２Ｍデバイス１１５であることができる。Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは、
図５Ａのデバイス５００及び／又は図８のデバイス８００の態様を含むことができる。Ｍ
２Ｍデバイス１１５－ｄは、マルチモードのモバイルデバイスであることができる。Ｍ２
Ｍデバイス１１５－ｄは、幾つかの場合にはＭ２Ｍ　ＵＥ又はＭＴＣデバイスと呼ぶこと
ができる。
【００９８】
［０１１８］Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは、アンテナ９４５と、トランシーバモジュール
９５０と、メモリ９８０と、プロセッサモジュール９７０と、を含むことができ、それら
の各々は、直接又は間接的に、（例えば、１つ以上のバスを介して）互いに通信状態にあ
ることができる。上述されるように、トランシーバモジュール９５０は、アンテナ９４５
及び／又は１つ以上の有線又は無線リンクを介して、１つ以上のネットワークと両方向で
通信することができる。
【００９９】
例えば、トランシーバモジュール９５０は、図１、２、３Ａ、３Ｂ及び／又は７の基地局
１０５と両方向で通信することができる。さらに、トランシーバモジュール９５０は、図
４Ａのデバイス４００及び／又は図６のデバイス６００の態様と通信することができる。
トランシーバモジュール９５０は、パケットを変調して変調されたパケットを送信のため
にアンテナ９４５に提供するように、及び、アンテナ９４５から受信されたパケットを復
調するように構成されたモデムを含むことができる。Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは、単一
のアンテナ９４５を含むことができる一方で、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは、複数の送信
リンクのための複数のアンテナ９４５を含むことができる。
【０１００】
［０１１９］メモリ９８０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と、読み取り専用メモ
リ（ＲＯＭ）と、を含むことができる。メモリ９８０は、実行されたときにここにおいて
説明される様々な機能（例えば、パケットの受信、スリープ状態に入る、等）を実行する
ことをプロセッサモジュール９７０に行わせるように構成される命令が入ったコンピュー
タによって読み取り可能な、コンピュータによって実行可能なソフトウェアコード９８５
を格納することができる。代替として、ソフトウェアコード９８５は、プロセッサモジュ
ール９７０によって直接実行することができず、（例えば、コンパイルされて実行された
ときに）ここにおいて説明される機能を実行することをコンピュータに行わせるように構
成することができる。プロセッサモジュール９７０は、インテリジェントハードウェアデ
バイス、例えば、Ｉｎｔｅｌ（登録商標）　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ又はＡＭＤ（登録商
標）によって製造されるような中央処理装置（ＣＰＵ）、ＡＳＩＣ、マイクロコントロー
ラ、等を含むことができる。
【０１０１】
［０１２０］図９のアーキテクチャにより、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは、通信管理モジ
ュール９６０をさらに含むことができる。通信管理モジュール９６０は、基地局１０５及
び／又はその他のＭ２Ｍデバイス１１５との通信を管理することができる。一例として、
通信管理モジュール９６０は、バスを介してＭ２Ｍデバイス１１５－ｄのその他のコンポ
ーネントの一部又は全部と通信するＭ２Ｍデバイス１１５－ｄのコンポーネントであるこ
とができる。代替として、通信管理モジュール９６０の機能は、トランシーバモジュール
９５０のコンポーネントとして、コンピュータプログラム製品として、及び／又はプロセ
ッサモジュール９７０の１つ以上のコントローラ要素として実装することができる。
【０１０２】
［０１２１］幾つかの実施形態においては、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは、データを測定
及び／又はキャプチャし、ネットワークにおいて明示の登録を行わずにそのネットワーク
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にデータを送信することができる。一実施形態においては、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは
、利用可能な基地局又はネットワークセルのパイロット信号をモニタリングし、基地局又
はネットワークセルに明示で登録せずにその基地局又はネットワークセルを通信のために
選択することができる。幾つかの構成においては、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは、選択さ
れた基地局又はネットワークセルで明示で登録されていないが、選択された基地局又はネ
ットワークセルに関するシステム情報をモニタリングすることができる。選択された基地
局又はネットワークセルに関するシステム情報は、明示の登録トリガを含むことができ、
Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは、明示の登録トリガのうちの１つが検出されたときでさえも
ネットワークにおける明示の登録を抑止することができる。例えば、Ｍ２Ｍデバイス１１
５－ｄは、１つ以上の登録トリガ、例えば、デバイスパワーアップ／パワーダウン、周波
数／帯域クラスの変更、期間に基づく登録、移動に基づく登録、ゾーンに基づく登録、及
び／又はパラメータ変更に基づく登録、に基づいて登録を抑止することができる。
【０１０３】
［０１２２］システム情報は、選択された基地局又はネットワークセルにアクセスする際
に使用するためのアクセスパラメータを含むことができる。Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは
、（例えば、センサモジュール９４０を介して）イベントに関連する情報をキャプチャ又
は測定し、選択された基地局又はネットワークセルにおいて明示の登録を行う前に又は行
わずに、ネットワークアクセスの一部として選択された基地局又はネットワークセルにそ
の情報を送信することができる。ネットワークアクセスは、アクセスパラメータのうちの
１つ以上を用いて行うことができる。Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは、キャプチャされた又
は測定されたイベントデータを選択された基地局又はネットワークセルに送信するネット
ワークアクセスの一部として選択された基地局又はネットワークセルによって暗黙に登録
することができる。
【０１０４】
［０１２３］登録を抑止することは、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄがターゲットセルへの登
録において被る電力上のペナルティに留意せずに送信のための最良のネットワークセルを
選択するのを可能にすることもできる。例えば、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは、（新しい
ネットワークでの明示の登録を有する）明示のハンドオーバーを行うことによって被るこ
とになる電力上のペナルティを考慮することなしに各々のネットワークとの通信のために
推定される電力消費量に基づいて利用可能なネットワークを選択することができる。
【０１０５】
［０１２４］Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄに関するコンポーネントは、図５Ａのデバイス５
００及び／又は図８のデバイス８００に関して上述される態様を実装するように構成する
ことができ、ここでは簡潔さを目的として繰り返されない。一例においては、Ｍ２Ｍデバ
イス１１５－ｄは、チャネル識別モジュール５２５－ｂを含むことができ、それは、図５
Ａ及び／又は図８のモジュールの例であることができる。チャネル識別モジュール５２５
－ａは、チャネルメッセージ解析モジュール９０５と、チャネル選択モジュール９１０と
、を含むことができる。前記のように、チャネル識別モジュール５２５－ｂは、ネットワ
ークの幾つかの条件、順方向リンクの信号強度、等に基づいて（ある一定のＲｏＴスレシ
ョルドを有する）いずれの周波数チャネルを使用すべきかを決定することができる。一実
施形態においては、モジュール５２５－ｂは、高いＲｏＴスレショルドを有するチャネル
を選択することができ、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄは、逆方向リンクで高いデータレート
でデータパケットを送信するためにこのチャネルを使用することができる。モジュール５
２５－ｂは、データパケットが受信されているかどうかを示す、基地局から受信されるＡ
ＣＫメッセージの有無をモニタリングすることができる。ＡＣＫメッセージが受信されな
い時点で、チャネル識別モジュール５２５－ｂは、より低いＲｏＴスレショルドを有する
周波数チャネルを使用することに切り換わることができる。これで、Ｍ２Ｍデバイス１１
５－ｄは、低いデータレートでデータパケットを送信することができる。
【０１０６】
［０１２５］一構成においては、基地局１０５は、（ＲｏＴスレショルドに基づいて）Ｍ
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２Ｍデバイス１１５－ｄが逆方向リンクで通信するために使用すべき周波数チャネルに関
してそのデバイスに命令することができる。その結果、モジュール５２５－ｂは、基地局
１０５から受信された割り当て情報又は命令に基づいて逆方向リンクでの送信のために使
用すべきチャネルを識別することもできる。例えば、基地局１０５は、いずれの周波数チ
ャネルがＭ２Ｍデバイス１１５によって使用されるべきかを決定することができ及びこれ
らの命令をデバイスに送信することができる。チャネルメッセージ解析モジュール９０５
は、これらの命令又は割り当てメッセージを受信し、それらの命令又は割り当てメッセー
ジによって示された周波数チャネルを識別することができる。チャネル選択モジュール９
１０は、モジュール５２５－ｂによって識別されるチャネルを選択することができる。選
択されたチャネルは、Ｍ２Ｍデバイス１１５－ｄから基地局１０５にデータパケットを搬
送するために逆方向リンク通信に関して使用することができる。
【０１０７】
［０１２６］図１０は、逆方向リンク通信のために使用されるために利用可能である幾つ
かの周波数チャネル１００５の一実施形態を例示したブロック図である。一構成において
は、逆方向リンクの動作周波数帯域は、幾つかの周波数チャネル１００５に分割すること
ができる。その結果得られる周波数チャネル数は、様々な要因に依存することができる。
例えば、分割によって得られる周波数チャネル数は、Ｍ２Ｍ無線ＷＡＮにおけるＭ２Ｍデ
バイス１１５の数が増加するのに応じて増加する。さらに、周波数チャネル数は、ネット
ワークでの混雑レベルがある一定のレベルを上回ることが予想される場合は増加すること
ができる。さらに、周波数チャネル数は、基地局１０５のカバレッジセルのサイズが増大
するのに応じて増加することができる。一実施形態においては、基地局１０５は、逆方向
リンクの動作周波数帯域の分割から生成される周波数チャネル数を決定するための処理を
含むことができる。
【０１０８】
［０１２７］各周波数チャネル１００５は、ＲｏＴスレショルド１０１０を含むことがで
きる。ＲｏＴスレショルド１０１０は、基地局１０５が動作することを好む逆方向リンク
での総干渉レベルを示すことができる。一構成においては、第１の周波数チャネル１００
５－ａ－１は、第１のＲｏＴスレショルド１０１０－ａ－１を含むことができる。第２の
周波数チャネル１００５－ａ－２は、第２のＲｏＴスレショルド１０１０－ａ－２を含む
ことができる。第１のＲｏＴスレショルド１０１０－ａ－１は、第２のＲｏＴスレショル
ド１０１０－ａ－２よりも高いことができる。その結果、第１の周波数チャネル１００５
－ａ－１を用いるＭ２Ｍデバイス１１５には、より高い干渉レベルを克服するために第２
の周波数チャネル１００５－ａ－２を用いてデータパケットを送信するＭ２Ｍデバイス１
１５よりも多くの電力でデータパケットを送信するように要求することができる。
【０１０９】
［０１２８］周波数チャネルのＲｏＴスレショルド１０１０は、その特定のチャネルの容
量を決定することができる。一実施形態においては、周波数チャネル１００５－ａ－１は
、第１のＲｏＴスレショルド１０１０－ａ－１を有し、第１の容量１０１５－ａ－１を有
することができる。対照的に、第２の周波数チャネル１００５－ａ－２は、第２のＲｏＴ
スレショルド１０１０－ａ－２を有し、第１の容量１０１５－ａ－１よりも低い第２の容
量１０１５－ａ－２を有することができる。容量は、周波数チャネルに関するＲｏＴスレ
ショルド１０１０に基づいて、その周波数チャネルを同時に使用することができるＭ２Ｍ
デバイスの数を表すことができる。その結果、チャネルのＲｏＴスレショルドが増大する
のに応じて、そのチャネルの容量１０５も増大する。同様に、スレショルドが低下するの
に応じて、チャネルの容量は低減する。
【０１１０】
［０１２９］一実施形態においては、ＲｏＴスレショルド１０１０は、データパケットを
送信するために使用することができるデータレートも示すことができる。一実施形態にお
いては、第１の周波数チャネル１００５－ａ－１で送信されるデータパケットは、より低
いＲｏＴスレショルドを有する第２のチャネル１００５－ａ－２で送信されるパケットよ
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りも高いデータレートで送信することができる。一構成においては、パケットは、低いＲ
ｏＴスレショルドを有するチャネルを用いて高いデータレートで送信することができる。
高いデータレートで送信する能力は、その周波数チャネルを使用するＭ２Ｍデバイス１１
５の数に依存することができる。低いＲｏＴチャネルを使用するデバイス１１５の数がス
レショルドを下回る場合は、高いデータレートを達成させることができる。
【０１１１】
［０１３０］図１１は、１つ以上の周波数チャネル１００５に関するＲｏＴスレショルド
を好適に変更する一実施形態を例示したブロック図１１００である。一構成においては、
逆方向リンクの動作周波数帯域が幾つかの周波数チャネル１００５に分割された後は、各
チャネル１００５に関してＲｏＴスレショルドを設定することができる。一実施形態にお
いては、スレショルド１０１０は、動作帯域の分割を完了した時点で設定することができ
る。他の実施形態においては、ＲｏＴスレショルドの設定は、逆方向リンクで使用するた
めにＭ２Ｍデバイスにチャネルを割り当てることによってトリガすることができる。
【０１１２】
［０１３１］一例においては、ＲｏＴスレショルドが確立された後に、スレショルド１０
１０は、動的に変える（例えば、引き上げる又は引き下げる）ことができる。ＲｏＴスレ
ショルド１０１０を変更することは、チャネルを使用しているＭ２Ｍデバイス１１５の数
が変化した場合にトリガすることができる。さらに、スレショルド１０１０は、逆方向リ
ンクでの通信の推定される混雑レベルに基づいて変えることができる。一例においては、
時刻は、周波数チャネルに関して以前に設定されているＲｏＴスレショルド１０１０を変
更すべきかどうかに影響を与えることがある。時刻は、逆方向リンクにおいて推定される
混雑レベルを決定する際の１つの要因であることができる。
【０１１３】
［０１３２］一実施形態においては、時間ｔ１において、ＲｏＴスレショルド１０１０は
、様々な周波数チャネル１００５に関して設定することができる。ＲｏＴスレショルド１
０１０は、チャネルを使用しているその他のＭ２Ｍデバイス１１５の信号によって引き起
こされるチャネル上の干渉レベル及びチャネルの熱雑音レベルを克服するために各特定の
チャネルで要求される信号強度を示すことができる。時間ｔ１の後に生じる時間ｔ２にお
いて、ＲｏＴスレショルド１０１０のうちの一部が動的に変化することができる。例えば
、第１の周波数チャネル１００５－ａ－１に関して時間ｔ１において確立された第１のＲ
ｏＴスレショルド１０１０－ａ－１は、ある一定の容量レベル１０１５－ａ－１を第１の
チャネル１００５－ａ－１に提供することができる。時間ｔ２において、第１のＲｏＴス
レショルド１０１０－ｂ－１を引き下げ、チャネル１００５－ａ－１の容量レベル１０１
５－ｂ－１を低下させることができる。一例においては、時間ｔ１において、ある一定の
数のＭ２Ｍデバイス１１５が逆方向リンクで通信するために第１の周波数チャネル１００
５－ａ－１を使用することができる。しかしながら、時間ｔ２において、第１のチャネル
１００５－ａ－１を使用しているデバイス１１５の数は、減少していることがある。従っ
て、第１のＲｏＴスレショルドも低下することができる。特定のチャネルを使用中のＭ２
Ｍデバイス１１５の数が増加した場合は、そのチャネルに関するＲｏＴスレショルド１０
１０も増大することができる。
【０１１４】
［０１３３］一構成においては、低いＲｏＴスレショルド１０１０を有する少なくとも１
つの周波数チャネル１００５を逆方向リンクで利用可能であることができる。このチャネ
ル１００５は、基地局１０５との逆方向リンクで強い信号強度を有さないＭ２Ｍデバイス
１１５によって使用することができる。これらのデバイス１１５は、基地局１０５と間で
強い信号強度を有するＭ２Ｍデバイス１１５よりも基地局１０５から遠い距離に位置する
ため、大きい経路損失を有することがある。低いＲｏＴスレショルドを有するチャネル１
００５は、時々変化することがある。一例においては、第２の周波数チャネル１００５－
ａ－２は、残りのチャネル１００５のスレショルド１０１０よりも低い第２のＲｏＴスレ
ショルド１０１０－ａ－２を含むことができる。時間ｔ２において、
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第２のＲｏＴスレショルド１０１０－ａ－２は同じままであることができる。しかしなが
ら、その後の時間において、第２のＲｏＴスレショルド１０１０－ａ－２は、最低のＲｏ
Ｔスレショルドでないようにするために増大することができる。一構成においては、他の
チャネル１００５のＲｏＴスレショルド１０１０が低下することができ、従って、逆方向
リンクで通信するために大きい経路損失を有するＭ２Ｍデバイスによって使用されるチャ
ネルであることができる。
【０１１５】
［０１３４］図１２は、本システム及び方法の様々な実施形態によるＭ２Ｍ無線ＷＡＮ１
２００の一実施形態を例示したブロック図である。一例においては、基地局１０５－ｅは
、Ｍ２Ｍデバイス１２０５の１つ以上のグループと通信することができる。基地局１０５
－ｅは、図１、２、３Ａ、３Ｂ、４Ａ、６、及び／又は７において示される基地局の例で
あることができる。Ｍ２Ｍデバイス１２０５の１つ以上のグループは、図１、２、３Ａ、
３Ｂ、５Ａ、８、及び／又は９において示されるデバイス１１５の例であるＭ２Ｍデバイ
ス１１５を含むことができる。
【０１１６】
［０１３５］一構成においては、Ｍ２Ｍデバイスの各グループは、逆方向リンクで周波数
チャネル１００５－ｂを介して基地局－ｅと通信することができる。周波数チャネル１０
０５－ｂは、図１０及び／又は１１において例示される周波数チャネル１００５の例であ
ることができる。一実施形態においては、Ｍ２Ｍデバイス１１５の第１のグループ１２０
５－ａ－１は、第１の周波数チャネル１００５－ｂ－１を用いて基地局１０５－ｅにデー
タパケットを送信することができる。Ｍ２Ｍデバイスの第２のグループ１２０５－ａ－２
は、第２の周波数チャネル１００５－ｂ－２を用いて基地局１０５－ｅにデータパケット
を送信することができる。
【０１１７】
［０１３６］一構成においては、各周波数チャネル１００５－ｂに関して設定されるＲｏ
Ｔスレショルドは異なることができる。一実施形態においては、第１のチャネル１００５
－ｂ－１に関して設定されたスレショルドは、第２のチャネル１００５－ｂ－２のスレシ
ョルドよりも高いことができる。ＲｏＴスレショルドの結果として、第１のチャネル１０
０５－ｂ－１の容量は、第２のチャネル１００５－ｂ－２の容量よりも高いことができる
。一例においては、基地局１０５－ｅは、第１及び／又は第２のチャネル１００５－ｂに
関して設定されたスレショルドを動的に変えることができる。一構成においては、第１の
グループ１２０５－ａ－１内の１つ以上のＭ２Ｍデバイス１１５は、第１の周波数チャネ
ル１００５－ｂ－１の使用を終了させることができる。これらのデバイスは、グループ１
２０５－ａ－１から取り除くこと、オフラインになることができ、又は誤作動することが
ある。第１のチャネル１００５－ｂ－１を使用中のデバイス１１５の数が減少した場合は
、チャネルにおける干渉レベルも低下する。その結果、基地局１０５－ｅは、ＲｏＴスレ
ショルドを引き下げることができる。
【０１１８】
［０１３７］例示されるように、Ｍ２Ｍデバイス１２０５－ａ－２の第２のグループは、
Ｍ２Ｍデバイス１２０５－ａ－１の第１のグループよりも基地局１０５－ｅから遠くに位
置する。第２のチャネル１００５－ｂ－２は、より低いＲｏＴスレショルドを有し、基地
局１０５－ｅからより遠くに位置するデバイス１１５用に予約することができる。低いＲ
ｏＴスレショルドは、第２のチャネル１００５－ｂ－２において低い干渉レベルを維持す
ることができる。さらに、低いスレショルドは、第２のグループ内のデバイスにそれらの
データパケットを低いデータレートで送信させることができ、他方、第１のグループ１２
０５－ａ－１内のデバイス１１５は、第１のグループ１２０５－ａ－１のより高いＲｏＴ
スレショルドに起因してより高いデータレートで送信することができる。
【０１１９】
［０１３８］一実施形態においては、Ｍ２Ｍ無線ＷＡＮ内にＭ２Ｍデバイス１１５が初め
て導入されたときには、基地局１０５－ｅ又はデバイス１１５自体は、デバイス１１５が
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いずれのチャネルを使用すべきであるかを決定することができる。例えば、Ｍ２Ｍデバイ
ス１１５がオンラインになり及びデバイスの第２のグループ１２０５－ａ－２によって占
められるエリア内に位置する場合は、基地局１５－ｅは、その新しいデバイスを第２の周
波数チャネル１００５－ｂ－２に割り当てることができる。基地局１５－ｅは、新しいＭ
２Ｍデバイス１１５から受信された逆方向リンク信号強度に基づいていずれのチャネルを
デバイスに割り当てるべきかを決定することができる。デバイス１１５も、順方向リンク
信号強度に基づいていずれのチャネルを使用すべきかを決定することが可能である。一実
施形態においては、新しいデバイス１１５は、基地局１５－ｅの近くに又は遠くに位置し
ているかどうかを決定するために順方向リンクの強度を使用することができる。さらに、
新しいデバイスは、Ｍ２Ｍ無線ＷＡＮの混雑レベルを推定し、推定された混雑がある一定
のスレショルドよりも高い場合はより低いＲｏＴスレショルドを有する第２のチャネル１
００５－ｂ－２を選択することができる。さらに、新しいデバイス１１５は、第１の周波
数チャネル１００５－ｂ－１を用いて高いデータレートでデータパケットを送信すること
ができる。新しいデバイス１１５が、パケットが成功裏に復号及び復調されたことを示す
ＡＣＫメッセージを基地局１５－ｅから受信しない場合は、新しいＭ２Ｍデバイス１１５
は、（より低いＲｏＴを有する）第２のチャネルを使用するために（高いＲｏＴを有する
）第１のチャネル１００５－ｂ－１から切り換わることができる。これで、新しいデバイ
ス１１５は、より低いデータレートで第２のチャネルでパケットを送信することができる
。
【０１２０】
［０１３９］図１３は、様々なＲｏＴスレショルドを有する周波数チャネルを用いて逆方
向リンク通信を管理することによってＭ２Ｍデバイスの電力を節約するための方法１３０
０の一例を示したフローチャートである。明確化を目的として、方法１３００は、図１、
２、３Ａ、３Ｂ、４Ａ、６、又は７において示される基地局１０５を参照して以下におい
て説明される。一実装においては、マルチチャネルモジュール４５５は、以下において説
明される機能を実行するために基地局１０５の機能的要素を制御するための１つ以上の組
のコードを実行することができる。
【０１２１】
［０１４０］ブロック１３０５において、Ｍ２Ｍ無線ＷＡＮの動作周波数帯域は、少なく
とも第１の周波数チャネル及び第２の周波数チャネルに分割することができる。一例にお
いては、第１及び第２の周波数チャネルは、逆方向リンクでの通信のために使用すること
ができる。ブロック１３１０において、第１の周波数チャネルに関して第１のＲｏＴスレ
ショルドを設定することができる。ブロック１３１５において、第２の周波数チャネルに
関して第２のＲｏＴスレショルドを設定することができる。第２のＲｏＴスレショルドは
、第１のＲｏＴスレショルドよりも低いことができる。一構成においては、第２の周波数
チャネルは、基地局との間で十分な信号強度を有さない無線ＷＡＮ内のＭ２Ｍデバイスに
よって使用することができる。その結果、これらのデバイスは、より低いＲｏＴスレショ
ルドが第２の周波数チャネルに適用されることに起因してより少ない電力（及びより低い
データレート）で逆方向リンクで通信することができる。これらのデバイスは、逆方向リ
ンクでデータパケットを送信するために追加の電力を要求する高い干渉レベルを有するチ
ャネルで送信していないため、これらのデバイスによって電力を節約することができる。
【０１２２】
［０１４１］しかしながら、基地局との間で十分な信号強度を有するＭ２Ｍデバイスは、
逆方向リンクで送信するために第１のチャネルを使用することができる。これらのデバイ
スは、より高いＲｏＴスレショルドに起因してより高い電力で送信することができる。従
って、それらは、より高いデータレートで逆方向リンクでデータパケットを送信すること
もできる。
【０１２３】
［０１４２］従って、方法１３００は、逆方向リンクでの通信を管理することによってＭ
２Ｍデバイスの電源の効率的な管理を提供することができる。方法１３００は、単なる１



(35) JP 6081614 B2 2017.2.15

10

20

30

40

50

つの実装であること及び方法１３００の動作は、その他の実装が可能であるように再編又
は変更することができることが注目されるべきである。
【０１２４】
［０１４３］図１４は、逆方向リンク通信で大きい経路損失を経験するデバイスに低いＲ
ｏＴスレショルドを有するチャネルを割り当てることによってＭ２Ｍデバイスの電力を節
約するための方法１４００の一例を示したフローチャートである。明確化を目的として、
方法１４００は、図１、２、３Ａ、３Ｂ、４Ａ、６、又は７において示される基地局１０
５を参照して以下において説明される。一実装においては、マルチチャネルモジュール４
５５は、以下において説明される機能を実行するために基地局１０５の機能的要素を制御
するための１つ以上の組のコードを実行することができる。
【０１２５】
［０１４４］ブロック１４０５において、Ｍ２Ｍ無線ＷＡＭの動作周波数帯域は、少なく
とも第１の周波数チャネル及び第２の周波数チャネルに分割することができる。第１及び
第２の周波数チャネルは、逆方向リンクでの通信のために使用することができる。ブロッ
ク１４１０において、第１の周波数チャネルに関して第１のＲｏＴスレショルドを設定す
ることができる。ブロック１４１５において、第２の周波数チャネルに関して第２のＲｏ
Ｔスレショルドを設定することができる。第２のＲｏＴスレショルドは、第１のＲｏＴス
レショルドよりも低いことができる。
【０１２６】
［０１４５］ブロック１４２０において、複数のＭ２Ｍデバイスからの１つ以上のＭ２Ｍ
デバイスの第１のグループは、第１の周波数チャネルを用いて逆方向リンクで送信するた
めに識別することができる。ブロック１４２５において、複数のデバイスからの１つ以上
のＭ２Ｍデバイスの第２のグループは、第２の周波数チャネルを用いて逆方向リンクで送
信するために識別することができる。
【０１２７】
［０１４６］一実施形態においては、Ｍ２Ｍデバイスの第１のグループを識別することは
、第１の地理上の位置内に位置する１つ以上のＭ２Ｍデバイスを識別することと、第２の
地理上の位置内に位置する１つ以上のＭ２Ｍデバイスを識別することと、を含むことがで
きる。一構成においては、第１の位置は、第２の位置よりも基地局に近いことができる。
一例においては、第１の位置に位置するデバイスは、Ｍ２Ｍデバイスの第１のグループの
メンバーとして識別することができ、第２の位置に位置するデバイスは、第２のグループ
の一部であることができる。
【０１２８】
［０１４７］一構成においては、Ｍ２Ｍデバイスのグループは、いずれのＭ２Ｍデバイス
がデータレートスレショルドを満たすデータレートで逆方向リンクで以前に送信している
かを決定することによって識別することができる。スレショルドを満たすデータレートで
以前に送信しているデバイスは、第１のグループのＭ２Ｍデバイスとして識別することが
できる。データレートスレショルドで送信していないデバイスは、第２のグループとして
識別することができる。
【０１２９】
［０１４８］ブロック１４３０において、Ｍ２Ｍデバイスの第１及び第２のグループへの
チャネル割り当てメッセージ。メッセージは、Ｍ２Ｍデバイス１１５が逆方向リンクで送
信するためにいずれのチャネルを使用すべきかを示す命令を含むことができる。第１のグ
ループ内にあるデバイス１１５は、より高いＲｏＴスレショルドを有する第１の周波数チ
ャネルに割り当てることができ、他方、第２のグループ内のデバイス１１５は、より低い
ＲｏＴスレショルドを有する第２のチャネルに割り当てることができる。
【０１３０】
［０１４９］従って、方法１４００は、位置に基づいて基地局との間で低い信号強度を有
するＭ２Ｍデバイスを識別し及び低いＲｏＴスレショルドを有するこれらのデバイス１１
５に周波数チャネルを割り当てることによってＭ２Ｍデバイスの電力及びその他のリソー



(36) JP 6081614 B2 2017.2.15

10

20

30

40

50

スを節約することを提供することができる。方法１４００は、単なる１つの実装であるこ
と及び方法１３００の動作は、その他の実装が可能であるように再編又は変更することが
できることが注目されるべきである。
【０１３１】
［０１５０］図１５は、周波数チャネルのＲｏＴスレショルドを動的に変更することによ
ってＭ２Ｍデバイスの電源を管理するための方法の一例を示したフローチャートである。
明確化を目的として、方法１５００は、以下では、図１、２、３Ａ、３Ｂ、４Ａ、６、又
は７において示される基地局１０５を参照して説明される。一実装においては、マルチチ
ャネルモジュール４５５は、以下において説明される機能を実行するために基地局１０５
の機能上の要素を制御するための１つ以上の組のコードを実行することができる。
【０１３２】
［０１５１］ブロック１５０５において、動作周波数は、複数の周波数チャネルに分割す
ることができる。周波数チャネルは、ＣＤＭＡチャネルであることができる。ブロック１
５１０において、第１の地理上の位置に位置する１つ以上のＭ２Ｍデバイスを識別するこ
とができる。ブロック１５１５において、第２の地理上の位置に位置する１つ以上のＭ２
Ｍデバイスを識別することもできる。一構成においては、第２の位置は、第１の位置より
も基地局１０５から遠い距離に位置することができる。
【０１３３】
［０１５２］ブロック１５２０において、第１の地理上の位置内に位置する１つ以上のＭ
２Ｍデバイスを第１の周波数チャネルに割り当てることができる。第１のチャネルは、第
１のＲｏＴスレショルドを含むことができる。ブロック１５２５において、第２の地理上
の位置内に位置する１つ以上のＭ２Ｍデバイスを第２の周波数チャネルに割り当てること
ができる。第２のチャネルは、第２のＲｏＴスレショルドを含むことができる。一構成に
おいては、第２のＲｏＴスレショルドは、第１のＲｏＴスレショルドよりも低いことがで
きる。
【０１３４】
［０１５３］ブロック１５３０において、第１の位置内に位置するＭ２Ｍデバイスの数が
変化しているかどうかに関する決定を行うことができる。その数は、１つ以上のＭ２Ｍデ
バイスが誤動作すること、オフラインにされること、第１の位置から出て移動されること
、等に起因して変化することがある。変化が生じていないと決定された場合は、方法１５
００は、第１の位置内のデバイスの数が変化しているかどうかの決定を続けることができ
る。しかしながら、数が変化していると決定された場合は、第１の位置においてＭ２Ｍデ
バイス数が増加するのに応じて第１のＲｏＴスレショルドが動的に増大することができる
。代替として、第１の位置においてＭ２Ｍデバイス数が減少するのに応じて第１のＲｏＴ
スレショルドが動的に低下することができる。従って、（高いＲｏＴスレショルドを有す
る）第１のチャネルを使用するＭ２Ｍデバイスの数が減少するのに応じて、第１のチャネ
ルにおける干渉信号も減少しているため、ＲｏＴスレショルドも低下することができる。
第１のＲｏＴスレショルドの低下は、その結果として、Ｍ２Ｍデバイス１１５が逆方向リ
ンクでデータパケットを送信するための電力量を低減させるために依然として第１の周波
数チャネルを使用することができる。
【０１３５】
［０１５４］従って、方法１５００は、周波数チャネルのＲｏＴスレショルドを動的に変
更することによってＭ２Ｍデバイス１１５の電力の効率的な管理を提供することができる
。方法１５００は、単なる１つの実装であること及び方法１５００の動作は、その他の実
装が可能であるように再編又は変更することができることが注目されるべきである。
【０１３６】
［０１５５］図１６は、周波数チャネルのＲｏＴスレショルドに基づいて使用すべき周波
数チャネルを選択することによってＭ２Ｍデバイスの電力を管理するための方法１６００
の一例を示したフローチャートである。明確化を目的として、方法１６００は、以下では
、図１、２、３Ａ、３Ｂ、５Ａ、８、又は９において示されるＭ２Ｍデバイス１１５を参
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照して説明される。一実装においては、チャネル識別モジュール５２５は、以下において
説明される機能を実行するために基地局１０５の機能上の要素を制御するための１つ以上
の組のコードを実行することができる。
【０１３７】
［０１５６］ブロック１６０５において、逆方向リンクでの通信のために使用するために
第１の周波数チャネル及び第２の周波数チャネルを識別することができる。第１の周波数
チャネルは、第１のＲｏＴスレショルドを含むことができる。第２の周波数チャネルは、
第２のＲｏＴスレショルドを含むことができる。一構成においては、第２のＲｏＴスレシ
ョルドは、第１のＲｏＴスレショルドよりも低いことができる。ブロック１６１０におい
て、第１の周波数チャネル又は第２の周波数チャネルを用いて逆方向リンクで通信が生じ
ることができる。通信のために使用されるチャネルは、チャネルに関して設定されたＲｏ
Ｔレベルに依存することができる。
【０１３８】
［０１５７］従って、方法１６００は、周波数チャネルのＲｏＴスレショルドに基づいて
そのチャネルを使用することによるＭ２Ｍデバイス１１５の効率的な電力の管理を提供す
ることができる。方法１６００は、単なる１つの実装であること及び方法１６００の動作
は、その他の実装が可能であるように再編又は変更することができることが注目されるべ
きである。
【０１３９】
［０１５８］図１７は、逆方向リンクでの送信するために使用されるデータレートに基づ
いて周波数チャネルのＲｏＴスレショルドに基づいて使用すべき周波数チャネルを選択す
ることによってＭ２Ｍデバイスの電力を管理するための方法１７００の一例を示したフロ
ーチャートである。明確化を目的として、方法１７００は、以下では、図１、２、３Ａ、
３Ｂ、５Ａ、８、又は９において示されるＭ２Ｍデバイス１１５を参照して説明される。
一実装においては、チャネル識別モジュール５２５は、以下において説明される機能を実
行するために基地局１０５の機能上の要素を制御するための１つ以上の組のコードを実行
することができる。
【０１４０】
［０１５９］ブロック１７０５において、逆方向リンクでの通信のために使用するために
第１の周波数チャネル及び第２の周波数チャネルを識別することができる。第１の周波数
チャネルは、第１のＲｏＴスレショルドを含むことができる。第２の周波数チャネルは、
第２のＲｏＴスレショルドを含むことができる。一構成においては、第２のＲｏＴスレシ
ョルドは、第１のＲｏＴスレショルドよりも低いことができる。ブロック１７１０におい
て、第１の周波数チャネルを用いて第１のデータレートでデータを送信することができる
。ブロック１７１５において、順方向リンクでＡＣＫメッセージが受信されたかどうかに
関する決定を行うことができる。ＡＣＫメッセージは、データが基地局によって復号及び
復調されたことを示すことができる。ＡＣＫメッセージが受信されたと決定された場合は
、より高いＲｏＴスレショルドを有する第１の周波数チャネルを用いて第１のデータレー
トでデータを送信し続けることができる。
【０１４１】
［０１６０］しかしながら、ＡＣＫメッセージが受信されないことが決定された場合は、
データは、ブロック１７２０において第２の周波数チャネルを用いて第２のデータレート
で再送信することができる。一実施形態においては、第２のデータレートは、第１のデー
タレートよりも低いことができる。
【０１４２】
［０１６１］従って、方法１７００は、周波数チャネルのＲｏＴスレショルドに基づいて
その周波数チャネルを使用し及びある一定のデータレートでデータパケットを送信するこ
とによってＭ２Ｍデバイス１１５の電力の効率的な管理を提供することができる。方法１
７００は、単なる１つの実装であること及び方法１７００の動作は、その他の実装が可能
であるように再編又は変更することができることが注目されるべきである。
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【０１４３】
［０１６２］ここにおいて説明される技法は、様々な無線通信システム、例えば、Ｍ２Ｍ
システム、セルラー無線システム、ピア－・ツー・ピア－無線通信、無線ローカルアクセ
スネットワーク（ＷＬＡＮ）、アドホックネットワーク、衛星通信システム、及びその他
のシステム、に関して使用することができる。用語“システム”及び“ネットワーク”は
、しばしば互換可能な形で使用される。これらの無線通信システムは、無線システムにお
ける多元接続のための様々な無線通信技術、例えば、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時
分割多元接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭ
Ａ）、単一搬送波ＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、及び／又はその他の技術、を採用するこ
とができる。概して、無線通信は、無線アクセス技術（ＲＡＴ）と呼ばれる１つ以上の無
線通信技術の標準化された実装により行われる。無線アクセス技術を実装する無線通信シ
ステム又はネットワークは、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）と呼ぶことができる。
【０１４４】
［０１６３］添付された図面と関係させて上述される発明を実施するための形態は、典型
的な実施形態について説明するものであり、実装することができる又は請求項の範囲内に
ある唯一の実施形態を表すものではない。この説明全体を通じて用いられる用語“典型的
な”は、“１つの例、事例、又は実例を提供すること”を意味し、その他の実施形態より
も“好ましい”又は“有利である”ことを意味するわけではない。発明を実施するための
形態は、説明される技法に関する理解を提供することを目的とした具体的な詳細を含む。
しかしながら、これらの技法は、これらの具体的な詳細なしで実践することができる。幾
つかの例では、非常によく知られた構造及びデバイスは、説明される実施形態の概念を曖
昧にすることを回避するためにブロック図形で示される。
【０１４５】
［０１６４］情報及び信号は、様々な異なる技術及び技法のうちのいずれかを用いて表す
ことができる。例えば、上記の説明全体を通じて参照されることがあるデータ、命令、コ
マンド、情報、信号、ビット、シンボル、及びチップは、電圧、電流、電磁波、磁場、磁
粒子、光学場、光学粒子、又はそれらのあらゆる組合せによって表すことができる。
【０１４６】
［０１６５］ここにおける開示と関係させて説明される様々な例示的なブロック及びモジ
ュールは、ここにおいて説明される機能を果たすように設計された汎用プロセッサ、デジ
タル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログ
ラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、その他のプログラマブル論理デバイス、ディスクリ
ートゲートロジック、ディスクリートトランジスタロジック、ディスクリートハードウェ
アコンポーネント、又はそれらのあらゆる組合せ、を用いて実装又は実行することが可能
である。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであることができるが、代替においては、
プロセッサは、従来のどのようなプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、又
はステートマシンであってもよい。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合せ
、例えば、ＤＳＰと、１つのマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ
との組合せ、ＤＳＰコアと関連する１つ以上のマイクロプロセッサとの組合せ、又はあら
ゆるその他の構成、として実装することも可能である。
【０１４７】
［０１６６］ここにおいて説明される機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行さ
れるソフトウェア、ファームウェア、又はそれらの組み合わせにおいて実装することがで
きる。プロセッサによって実行されるソフトウェアにおいて実装される場合は、これらの
機能は、コンピュータによって読み取り可能な媒体において１つ以上の命令又はコードと
して格納すること又は送信することができる。その他の例及び実装は、本開示及び添付さ
れる請求項の範囲及び精神内にある。例えば、ソフトウェアの性質に起因して、上述され
る機能は、プロセッサによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア
、ハードワイヤリング、又はこれらの組み合わせを用いて実装することができる。機能を
実装する特徴は、様々な位置に物理的に配置することができ、機能の一部分が異なる物理
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的位置において実装されるように分布することを含む。さらに、請求項内を含むここにお
いて使用される場合において、“～のうちの少なくとも１つの”によって始まる項目のリ
ストにおいて使用される“又は”は、離接的リストを示し、従って、例えば、“Ａ、Ｂ、
又はＣのうちの少なくとも１つの”のリストは、Ａ又はＢ又はＣ又はＡＢ又はＡＣ又はＢ
Ｃ又はＡＢＣ（すなわち、Ａ及びＢ及びＣ）を意味する。
【０１４８】
［０１６７］コンピュータによって読み取り可能な媒体は、コンピュータ記憶媒体と、１
つの場所から他へのコンピュータプログラムの転送を容易にするあらゆる媒体を含む通信
媒体との両方を含む。記憶媒体は、汎用コンピュータ又は専用コンピュータによってアク
セス可能なあらゆる利用可能な媒体であることができる。例として、及び制限することな
しに、コンピュータによって読み取り可能な媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、Ｃ
Ｄ－ＲＯＭ又はその他の光学ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置又はその他の磁気
記憶装置、又は、命令又はデータ構造の形態で希望されるプログラムコード手段を搬送又
は格納するために用いることができ及び汎用又は専用コンピュータ又は汎用又は専用プロ
セッサによってアクセス可能なその他の媒体、を備えることができる。さらに、いずれの
接続もコンピュータによって読み取り可能な媒体であると適切に呼ばれる。例えば、ソフ
トウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、より対線、デジタル加入者ライン（Ｄ
ＳＬ）、又は無線技術、例えば、赤外線、無線、及びマイクロ波、を用いてウェブサイト
、サーバ、又はその他の遠隔ソースから送信される場合は、その同軸ケーブル、光ファイ
バケーブル、より対線、ＤＳＬ、又は無線技術、例えば赤外線、無線、及びマイクロ波、
は、媒体の定義の中に含まれる。ここにおいて用いられるときのディスク（ｄｉｓｋ及び
ｄｉｓｃ）は、コンパクトディスク（ＣＤ）（ｄｉｓｃ）と、レーザーディスク（登録商
標）（ｄｉｓｃ）と、光ディスク（ｄｉｓｃ）と、デジタルバーサタイルディスク（ＤＶ
Ｄ）（ｄｉｓｃ）と、フロッピー（登録商標）ディスク（ｄｉｓｋ）と、ブルーレイディ
スク（ｄｉｓｃ）と、を含み、ここで、ｄｉｓｋは通常は磁気的にデータを複製し、ｄｉ
ｓｃは、レーザを用いて光学的にデータを複製する。上記の組み合わせも、コンピュータ
によって読み取り可能な媒体の適用範囲内に含められる。
【０１４９】
　［０１６８］本開示に関する前の説明は、当業者が本開示を製造又は使用することを可
能にするために提供される。本開示に対する様々な修正は、当業者にとって容易に明確に
なるであろう、及びここにおいて定められる一般原理は、本発明の精神又は適用範囲を逸
脱せずにその他の変形に対しても適用することができる。本開示全体を通じて、用語“例
”又は“典型的な”は、例を示すものであり、挙げられる例が優先されることを意味する
ものでも要求するものでもない。以上のように、本開示は、ここにおいて示される例及び
設計に限定されるものではなく、ここにおいて開示される原理及び新規の特徴に一致する
限りにおいて最も広範な適用範囲が認められるべきである。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　マシン－マシン（Ｍ２Ｍ）無線ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）における無線通信
のための方法であって、
　前記Ｍ２Ｍ無線ＷＡＮの動作周波数帯域を少なくとも第１の周波数チャネル及び第２の
周波数チャネルに分割することであって、前記第１及び第２のチャネルは、逆方向リンク
での通信のために使用されることと、
　前記第１の周波数チャネルに関する第１のライズオーバサーマル（ＲｏＴ）を設定する
ことと、
　前記第２の周波数チャネルに関する第２のＲｏＴスレショルドを設定することであって
、前記第２のＲｏＴスレショルドは、前記第１のＲｏＴスレショルドよりも低いことと、
を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記第１の周波数チャネルを用いて前記逆方向リンクで送信するために複数のＭ２Ｍデ
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バイスからの１つ以上のＭ２Ｍデバイスの第１のグループを識別することと、
　前記第２の周波数チャネルを用いて前記逆方向リンクで送信するために複数のＭ２Ｍデ
バイスからの１つ以上のＭ２Ｍデバイスの第２のグループを識別することと、をさらに備
えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　Ｍ２Ｍデバイスの前記第１のグループ及び第２のグループにチャネル割り当てメッセー
ジをブロードキャストすることをさらに備え、前記チャネル割り当てメッセージは、前記
第１の周波数チャネルを用いて前記逆方向リンクで送信することを１つ以上のＭ２Ｍデバ
イスの前記第１のグループに知らせ、及び、前記チャネル割り当てメッセージは、前記第
２の周波数チャネルを用いて前記逆方向リンクで送信することを１つ以上のＭ２Ｍデバイ
スの前記第２のグループに知らせるＣ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　１つ以上のＭ２Ｍデバイスの前記第１のグループ及び第２のグループを識別することは
、
　前記複数のＭ２Ｍデバイスから、第１の地理上のエリア内に位置する１つ以上のＭ２Ｍ
デバイスを識別することと、
　前記複数のＭ２Ｍデバイスから、第２の地理上のエリア内に位置する１つ以上のＭ２Ｍ
デバイスを識別することと、を備えるＣ２に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記第１のＲｏＴスレショルドを有する前記第１の周波数チャネルに前記第１の地理上
のエリア内に位置する前記１つ以上のＭ２Ｍデバイスを割り当てることと、
　前記第２のＲｏＴスレショルドを有する前記第２の周波数チャネルに前記第２の地理上
のエリア内に位置する前記１つ以上のＭ２Ｍデバイスを割り当てることと、をさらに備え
、前記第２の地理上のエリアは、順方向リンクで前記Ｍ２Ｍデバイスと通信中のデバイス
からの経路損失が前記第１の地理上のエリアよりも大きいＣ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　１つ以上のＭ２Ｍデバイスの前記第１のグループ及び第２のグループを識別することは
、
　前記複数のＭ２Ｍデバイスから、データレートスレショルドを満たすデータレートで前
記逆方向リンクで以前に送信している１つ以上のＭ２Ｍデバイスを識別することと、
　前記複数のＭ２Ｍデバイスから、前記データレートスレショルドを満たさないデータレ
ートで前記逆方向リンクで以前に送信している１つ以上のＭ２Ｍデバイスを識別すること
と、を備えるＣ２に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記データレートスレショルドを満たすデータレートで前記逆方向リンクで以前に送信
している前記１つ以上のＭ２Ｍデバイスを、前記第１のＲｏＴスレショルドを有する前記
第１の周波数チャネルに割り当てることと、
　前記データレートスレショルドを満たさないデータレートで前記逆方向リンクで以前に
送信している前記１つ以上のＭ２Ｍデバイスを、前記第２のＲｏＴスレショルドを有する
前記第２の周波数チャネルに割り当てることと、をさらに備えるＣ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　１つ以上のＭ２Ｍデバイスの前記第１のグループ及び第２のグループを識別することは
、
　前記複数のＭ２Ｍデバイスの前記Ｍ２Ｍデバイスのうちの１つ以上において受信された
順方向リンクの強度を推定することを備えるＣ２に記載の方法。
［Ｃ９］
　１つ以上のＭ２Ｍデバイスの前記第１のグループを、前記第１のＲｏＴスレショルドを
有する前記第１の周波数チャネルに割り当てることと、
　１つ以上のＭ２Ｍデバイスの前記第２のグループを、前記第２のＲｏＴスレショルドを
有する前記第２の周波数チャネルに割り当てることと、をさら備え、前記第２のグループ
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において受信された前記順方向リンクの前記推定される強度は、前記第１のグループにお
いて受信された前記順方向リンクの前記推定される強度よりも低いＣ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記第１又は第２の周波数チャネルに関する前記第１又は第２のＲｏＴスレショルドを
調整すべきかどうかを決定することをさらに備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記第１又は第２のＲｏＴスレショルドを調整することの前記決定は、前記逆方向リン
クで通信するために前記第１又は第２の周波数チャネルを使用するＭ２Ｍデバイスの数の
変化に少なくとも部分的に基づくＣ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記第１の周波数チャネルを使用しているＭ２Ｍデバイスの前記数が減少していると決
定した時点で前記第１の周波数チャネルの前記第１のＲｏＴスレショルドを動的に引き下
げることをさらに備えるＣ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記第１の周波数チャネルを使用しているＭ２Ｍデバイスの前記数が増加していると決
定した時点で前記第１の周波数チャネルの前記第１のＲｏＴスレショルドを動的に引き上
げることをさらに備えるＣ１１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記第１及び第２の周波数チャネルを使用する前記逆方向リンクでの通信のために符号
分割多元接続（ＣＤＭＡ）を実装することをさらに備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ１５］
　ＲｏＴスレショルドは、周波数チャネルの熱雑音を上回る前記周波数チャネル上の信号
干渉の量を表すＣ１に記載の方法。
［Ｃ１６］
　マシン－マシン（Ｍ２Ｍ）無線ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）における無線通信
のために構成された基地局であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子的通信状態にあるメモリと、
　前記メモリ内に格納された命令と、を備え、前記命令は、
　前記Ｍ２Ｍ無線ＷＡＮの動作周波数帯域を少なくとも第１の周波数チャネル及び第２の
周波数チャネルに分割するために前記プロセッサによって実行可能であり、前記第１及び
第２の周波数チャネルは、逆方向リンクでの通信のために使用され、
　前記第１の周波数チャネルに関して第１のライズオーバサーマル（ＲｏＴ）を設定する
ために前記プロセッサによって実行可能であり、
　前記第２の周波数チャネルに関する第２のＲｏＴスレショルドを設定するために前記プ
ロセッサによって実行可能であり、前記第２のＲｏＴスレショルドは、前記第１のＲｏＴ
スレショルドよりも低い、基地局。
［Ｃ１７］
　前記命令は、
　Ｍ２Ｍデバイスの前記第１のグループ及び第２のグループにチャネル割り当てメッセー
ジをブロードキャストするために前記プロセッサによってさらに実行可能であり、前記チ
ャネル割り当てメッセージは、前記第１の周波数チャネルを用いて前記逆方向リンクで送
信することを１つ以上のＭ２Ｍデバイスの前記第１のグループに知らせ、及び、前記チャ
ネル割り当てメッセージは、前記第２の周波数チャネルを用いて前記逆方向リンクで送信
することを１つ以上のＭ２Ｍデバイスの前記第２のグループに知らせるＣ１６に記載の基
地局。
［Ｃ１８］
　前記命令は、
　前記第１又は第２の周波数チャネルに関して前記第１又は第２のＲｏＴスレショルドを
調整すべきかどうかを決定するために前記プロセッサによってさらに実行可能であるＣ１
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６に記載の基地局。
［Ｃ１９］
　前記第１又は第２のＲｏＴスレショルドを調整することの前記決定は、前記逆方向リン
クで通信するために前記第１又は第２の周波数チャネルを使用するＭ２Ｍデバイスの数の
変化に少なくとも部分的に基づくＣ１８に記載の基地局。
［Ｃ２０］
　前記命令は、
　前記第１の周波数チャネルを使用しているＭ２Ｍデバイスの前記数が減少していると決
定した時点で前記第１の周波数チャネルの前記第１のＲｏＴスレショルドを動的に引き下
げるために前記プロセッサによってさらに実行可能であるＣ１９に記載の基地局。
［Ｃ２１］
　前記命令は、
　前記第１の周波数チャネルを使用しているＭ２Ｍデバイスの前記数が増加していると決
定した時点で前記第１の周波数チャネルの前記第１のＲｏＴスレショルドを動的に引き上
げるために前記プロセッサによってさらに実行可能であるＣ１９に記載の基地局。
［Ｃ２２］
　前記命令は、
　前記第１及び第２の周波数チャネルを使用する前記逆方向リンクでの通信のために符号
分割多元接続（ＣＤＭＡ）を実装するために前記プロセッサによってさらに実行可能であ
るＣ１６に記載の基地局。
［Ｃ２３］
　ＲｏＴスレショルドは、周波数チャネルの熱雑音を上回る前記周波数チャネル上の信号
干渉の量を表すＣ１６に記載の基地局。
［Ｃ２４］
　マシン－マシン（Ｍ２Ｍ）無線ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）における無線通信
のために構成された装置であって、
　前記Ｍ２Ｍ無線ＷＡＮの動作周波数帯域を少なくとも第１の周波数チャネル及び第２の
周波数チャネルに分割するための手段であって、前記第１及び第２のチャネルは、逆方向
リンクでの通信のために使用される手段と、
　前記第１の周波数チャネルに関する第１のライズオーバサーマル（ＲｏＴ）スレショル
ドを設定するための手段と、
　前記第２の周波数チャネルに関する第２のＲｏＴスレショルドを設定するための手段で
あって、前記第２のＲｏＴスレショルドは、前記第１のＲｏＴスレショルドよりも低い手
段と、を備える、装置。
［Ｃ２５］
　Ｍ２Ｍデバイスの前記第１のグループ及び第２のグループにチャネル割り当てメッセー
ジをブロードキャストするための手段をさらに備え、前記チャネル割り当てメッセージは
、前記第１の周波数チャネルを用いて前記逆方向リンクで送信することを１つ以上のＭ２
Ｍデバイスの前記第１のグループに知らせ、及び、前記チャネル割り当てメッセージは、
前記第２の周波数チャネルを用いて前記逆方向リンクで送信することを１つ以上のＭ２Ｍ
デバイスの前記第２のグループに知らせるＣ２４に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記第１又は第２の周波数チャネルに関する前記第１又は第２のＲｏＴスレショルドを
調整すべきかどうかを決定するための手段をさらに備えるＣ２４に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記第１又は第２のＲｏＴスレショルドを調整することの前記決定は、前記逆方向リン
クで通信するために前記第１又は第２の周波数チャネルを使用するＭ２Ｍデバイスの数の
変化に少なくとも部分的に基づくＣ２６に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記第１の周波数チャネルを使用しているＭ２Ｍデバイスの前記数が減少していると決
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定した時点で前記第１の周波数チャネルの前記第１のＲｏＴスレショルドを動的に引き下
げるための手段をさらに備えるＣ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記第１の周波数チャネルを使用しているＭ２Ｍデバイスの前記数が増加していると決
定した時点で前記第１の周波数チャネルの前記第１のＲｏＴスレショルドを動的に引き上
げるための手段をさらに備えるＣ２７に記載の装置。
［Ｃ３０］
　マシン－マシン（Ｍ２Ｍ）無線ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）における無線通信
を管理するためのコンピュータプログラム製品であって、
　前記Ｍ２Ｍ無線ＷＡＮの動作周波数帯域を少なくとも第１の周波数チャネル及び第２の
周波数チャネルに分割するために前記プロセッサによって実行可能な命令であって、前記
第１及び第２の周波数チャネルは、逆方向リンクでの通信のために使用される命令、
　前記第１の周波数チャネルに関して第１のライズオーバサーマル（ＲｏＴ）を設定する
ために前記プロセッサによって実行可能な命令、及び
　前記第２の周波数チャネルに関する第２のＲｏＴスレショルドを設定するために前記プ
ロセッサによって実行可能な命令であって、前記第２のＲｏＴスレショルドは、前記第１
のＲｏＴスレショルドよりも低い命令、を格納している非一時的なコンピュータによって
読み取り可能な媒体を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ３１］
　前記命令は、
　Ｍ２Ｍデバイスの前記第１のグループ及び第２のグループにチャネル割り当てメッセー
ジをブロードキャストするために前記プロセッサによってさらに実行可能であり、前記チ
ャネル割り当てメッセージは、前記第１の周波数チャネルを用いて前記逆方向リンクで送
信することを１つ以上のＭ２Ｍデバイスの前記第１のグループに知らせ、及び、前記チャ
ネル割り当てメッセージは、前記第２の周波数チャネルを用いて前記逆方向リンクで送信
することを１つ以上のＭ２Ｍデバイスの前記第２のグループに知らせるＣ３０に記載のコ
ンピュータプログラム製品。
［Ｃ３２］
　前記命令は、
　前記第１又は第２の周波数チャネルに関して前記第１又は第２のＲｏＴスレショルドを
調整すべきかどうかを決定するために前記プロセッサによってさらに実行可能であるＣ３
０に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３３］
　前記第１又は第２のＲｏＴスレショルドを調整することの前記決定は、前記逆方向リン
クで通信するために前記第１又は第２の周波数チャネルを使用するＭ２Ｍデバイスの数の
変化に少なくとも部分的に基づくＣ３２に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３４］
　前記命令は、
　前記第１の周波数チャネルを使用しているＭ２Ｍデバイスの前記数が減少していると決
定した時点で前記第１の周波数チャネルの前記第１のＲｏＴスレショルドを動的に引き下
げるために前記プロセッサによってさらに実行可能であるＣ３３に記載のコンピュータプ
ログラム製品。
［Ｃ３５］
　前記命令は、
　前記第１の周波数チャネルを使用しているＭ２Ｍデバイスの前記数が増加していると決
定した時点で前記第１の周波数チャネルの前記第１のＲｏＴスレショルドを動的に引き上
げるために前記プロセッサによってさらに実行可能であるＣ３３に記載のコンピュータプ
ログラム製品。
［Ｃ３６］
　マシン－マシン（Ｍ２Ｍ）無線ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）における逆方向リ
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ンクでの無線通信のための方法であって、
　前記逆方向リンクでの通信のために使用すべき第１の周波数チャネル及び第２の周波数
チャネルを識別することであって、前記第１の周波数チャネルは、第１のライズオーバサ
ーマル（ＲｏＴ）スレショルドを備え、前記第２の周波数チャネルは、第２のＲｏＴスレ
ショルドを備え、前記第２のＲｏＴスレショルドは、前記第１のＲｏＴスレショルドより
も低いことと、
　前記第１の周波数チャネル又は前記第２の周波数チャネルを用いて前記逆方向リンクで
通信することと、を備える、方法。
［Ｃ３７］
　チャネル割り当てメッセージのブロードキャストを受信することであって、前記メッセ
ージは、前記逆方向リンクでの通信のために前記第１の周波数チャネル又は前記第２の周
波数チャネルのいずれを使用すべきかを示すことをさらに備えるＣ３６に記載の方法。
［Ｃ３８］
　前記逆方向リンクでの通信のために使用するために前記第１の周波数チャネル又は前記
第２の周波数チャネルを選択することをさらに備えるＣ３６に記載の方法。
［Ｃ３９］
　前記第１又は第２の周波数チャネルを選択することは、
　前記第１の周波数チャネルを用いて第１のデータレートでデータを送信することと、
　前記第１のデータレートでの前記データの成功裏の送信を示す肯定応答（ＡＣＫ）メッ
セージの有無をモニタリングすることと、
　前記ＡＣＫメッセージを受信できない時点で、前記第２の周波数チャネルを用いて第２
のデータレートで前記データを再送信することであって、前記第２のデータレートは、前
記第１のデータレートよりも低いことと、を備えるＣ３８に記載の方法。
［Ｃ４０］
　前記第１又は第２の周波数チャネルを選択することは、
　基地局を起源とする順方向リンクの信号強度を推定することと、
　前記順方向リンクの前記推定された信号強度に少なくとも部分的に基づいて前記第１の
周波数チャネル又は前記第２の周波数チャネルを選択することと、を備えるＣ３８に記載
の方法。
［Ｃ４１］
　前記第１又は第２の周波数チャネルを選択することは、
　周波数チャネル容量メッセージを受信することであって、前記メッセージは、前記第１
の周波数チャネル及び前記第２の周波数チャネルに関する利用可能な容量を示すことと、
　前記メッセージによって示された各チャネルの前記利用可能な容量に少なくとも部分的
に基づいて前記第１の周波数チャネル又は前記第２の周波数チャネルを選択することと、
を備えるＣ３８に記載の方法。
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